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解　

題

　

本
訳
は
、
著
者D
enis Baranger

教
授
が
二
〇
一
二
年
二
月
二

二
日
に
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
に
お
い
て
行
っ
た
講
演

« Le droit constitutionnel français connaît‒il une 
tendance à la dépolitisation? »

を
機
縁
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
講
演
の
た
め
に
準
備
さ
れ
た
仏
文
テ
キ
ス
ト
は
、
す
で
に
石
川
裕

一
郎
教
授
（
聖
学
院
大
学
）
に
よ
っ
て
、「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
の
脱

政
治
化
？
」
と
し
て
訳
出
さ
れ
、『
慶
應
法
学
』
二
四
号
〔
二
〇
一

二
年
〕
二
三
五
―
二
四
七
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後

Baranger

教
授
は
、
上
記
の
仏
文
テ
キ
ス
ト
を
元
に
、
そ
の
論
旨

を
さ
ら
に
展
開
さ
せ
た
論
文« Politisation et dépolitisation du 

droit constitutionnel français »

を
執
筆
し
た
。
こ
の
論
文
は
、

X
avier M

agnon et Stéphane M
outon 

（sous la direction

）, 
Q

uelles doctrines constitutionnelles pour quel（s

） droit（s

） 
constitutionnel（s

）?, 2022, M
are et M

artin, pp. 191-211

に

所
収
さ
れ
て
い
る
。
本
解
題
の
筆
者
は
、
同
書
公
刊
前
に

Baranger
教
授
か
ら
本
論
文
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
の

翻
訳
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
快
諾
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ

ド
ゥ
ニ
・
バ
ラ
ン
ジ
ェ

山　

元　
　
　

一　
　

兵　

田　

愛　

子
／
訳

フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
の
政
治
化
と
脱
政
治
化

（
（
（

資 料
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の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
行
っ
た
の
が
、
本
訳
で
あ
る
。
翻
訳
作
業
に

当
た
っ
て
は
、
本
論
文
が
念
頭
に
お
い
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
に

お
け
る
政
治
学
的
傾
向
を
代
表
す
る
一
人
で
あ
っ
たRené 

Capitant
の
憲
政
理
論
の
研
究
に
よ
っ
て
関
西
大
学
か
ら
博
士
号

を
授
与
さ
れ
た
兵
田
愛
子
氏［

［
［

（
二
〇
二
三
年
四
月
よ
り
、
徳
島
大
学

准
教
授
）
と
共
同
で
翻
訳
作
業
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

Baranger

教
授
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
で
あ
る
が
、
現
在
の
フ
ラ
ン

ス
憲
法
学
の
第
一
線
に
立
つ
憲
法
学
者
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

一
九
六
八
年
に
パ
リ
近
郊
の
ブ
ー
ロ
ー
ニ
ュ
＝
ビ
ラ
ン
ク
ー
ル
で
生

ま
れ
たBaranger

教
授
は
、
シ
ア
ン
ス
ポ
（
パ
リ
政
治
学
院
）
を

経
て
、
一
九
九
六
年
に
、
旧
パ
リ
大
学
法
学
部
の
嫡
流
的
存
在
で
あ

る
パ
リ
第
二
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
た
。
博
士
論
文
は
、
イ
ギ
リ

ス
憲
政
史
を
素
材
と
す
る
「
一
八
世
紀
半
ば
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま

で
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
責
任
内
閣
の
形
成
（La form

ation d

’un 
exécutif responsable en Grande-Bretagne du m

ilieu du 
dix-huitièm

e siècle au m
ilieu du dix-neuvièm

e siècle
）」
で

あ
っ
た
。Baranger

教
授
は
、
一
九
九
七
年
か
ら
一
九
九
八
年
ま

で
パ
リ
第
五
大
学
専
任
講
師
を
務
め
、
同
年
に
公
法
部
門
の
法
学
教

授
資
格
試
験
（Concours national d

’agrégation en droit 
public

）
に
合
格
し
、
オ
ル
レ
ア
ン
大
学
教
授
に
着
任
し
た
。
そ
の

後
二
〇
〇
一
年
に
は
パ
リ
第
二
大
学
教
授
に
就
任
し
、
憲
法
・
一
般

国
家
学
・
公
法
原
理
・
法
哲
学
等
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、
ミ
シ
ェ

ル
・
ヴ
ィ
レ
ー
研
究
所
所
長
及
び
雑
誌
『
法
と
哲
学
（droit et 

philosophie

）』
の
共
同
編
集
長
を
務
め
て
い
る
。
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
招
聘
教
授
や
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
招
聘
教
授
を
歴

任
し
て
い
る
。
二
〇
一
八
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
学
士
院
の
五
つ
の
ア

カ
デ
ミ
ー
の
一
つ
で
あ
る
「
道
徳
政
治
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

（A
cadém

ie des Sciences M
orales et Politiques

）」
か
らCharles 

A
ubert

賞
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　

Baranger

教
授
の
著
作
は
憲
法
史
・
憲
法
理
論
・
比
較
憲
法

学
・
法
哲
学
等
の
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
単
独
著
書
の
み
こ
こ
で

あ
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1. L
a constitution : sources, interprétations, 

raisonnem
ents, D

alloz, M
éthodes du droit, 2022

2. Penser la loi, Gallim
ard, L

’esprit de la cité, 2018
3. Le droit constitutionnel, 7

e édition, PU
F, Q

ue sais-je? 
2017

4.  É
crire la constitution non écrite : U

ne introduction 
au droit politique britannique, PU

F, Léviathan, 2008
5. Parlem

entarism
e des O

rigines, PU
F, Léviathan, 1999
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Baranger

教
授
の
学
問
的
特
徴
と
し
て
は
、
同
僚
のO

livier 
Beaud

教
授
と
と
も
に
、
憲
法
学
を
単
な
る
憲
法
訴
訟
法
学
に
還

元
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
対
し
て
強
く
抵
抗
し
、
そ
れ
に
対
す
る
オ

ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
示
す
「
政
治
法
（
学
）droit politique

」
と
い

う
方
法
論
的
主
張［

［
［

の
旗
手
的
な
存
在
で
あ
っ
て
、
鋭
敏
な
歴
史
感
覚

を
持
ち
、
比
較
法
制
史
的
知
見
、
法
理
論
的
知
見
、
イ
ン
タ
ー
デ
ィ

シ
プ
リ
ナ
リ
ー
な
考
察
態
度
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
特
質
は
、
本
論
文
に
お
い
て
も
余
す
と
こ
ろ
な
く
現
れ

て
い
る
。

　

本
論
文
は
、
憲
法
裁
判
機
関
た
る
憲
法
院
の
活
動
が
活
性
化
す
る

に
つ
れ
て
、
も
っ
ぱ
ら
憲
法
を
規
範
の
束
と
し
て
捉
え
、
し
か
も
規

定
内
容
を
捨
象
し
て
、
人
権
価
値
に
対
し
て
を
も
価
値
中
立
的
な
姿

勢
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
的
社
会
的
問
題
に
対
し
て
価
値
判

断
を
せ
ず
に
、
そ
れ
を
政
治
部
門
の
決
定
に
委
ね
る
立
場
が
有
力
化

す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
強
く
問
題
視
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
、Baranger

教
授
は
、
憲
法
と
政
治
が
切
り
離
さ
れ
え
な
い

こ
と
を
強
調
し
、「
政
治
は
、
憲
法
に
よ
っ
て
法
そ
の
も
の
の
中
に

組
み
込
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
と
は
、
本
質
的
に
政
治
法
で

あ
る
。
憲
法
に
関
し
て
は
、
政
治
の
外
側
の
法
を
考
え
る
こ
と
は
で

き
ず
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
法
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」、

と
い
う
の
で
あ
る
。
以
上
の
観
点
を
踏
ま
え
て
、
憲
法
を
政
治
法
だ

と
考
え
る
憲
法
学
が
、「
統
治
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
真
正
面
か
ら

向
き
合
え
ば
、
法
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
権
力
を
法
的
拘
束
か

ら
解
放
し
て
し
ま
っ
て
い
る
現
在
の
逆
説
的
状
況
を
変
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
は
ず
だ
、
と
い
う
の
が
教
授
の
主
張
で
あ
る
。

　

日
本
で
も
、
司
法
審
査
制
の
枠
内
で
司
法
を
通
じ
て
憲
法
的
価
値

を
実
現
し
う
る
場
面
は
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
の
難
し

い
場
面
に
お
い
て
、
政
治
部
門
の
恣
意
的
行
動
を
抑
制
し
う
る
憲
法

論
を
構
築
し
う
る
の
か
が
、
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う［

［
［

。

［
1
］　

兵
田
愛
子
・
関
西
大
学
博
士
論
文
「
ル
ネ
・
カ
ピ
タ
ン
の
議
院

内
閣
制
論
―
―
民
主
主
義
の
枠
づ
け
―
―
」（
二
〇
二
一
年
三
月
）

［
2
］　

フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
学
問
的
動
向
に
つ
い

て
は
、
山
元
一
『
現
代
フ
ラ
ン
ス
憲
法
理
論
』（
信
山
社
、
二
〇
一

四
年
）
六
四
九
頁
以
下
の
紹
介
と
分
析
を
参
照
さ
れ
た
い
。

［
3
］　

例
え
ば
、
日
本
国
憲
法
五
三
条
は
、「
内
閣
は
、
国
会
の
臨
時

会
の
召
集
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
づ
れ
か
の
議
院
の
総
議

員
の
四
分
の
一
以
上
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
内
閣
は
、
そ
の
召
集
を
決

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」、
と
あ
る
が
、
二
〇
一
七
年
に
野
党
か

ら
要
求
を
受
け
た
安
倍
晋
三
内
閣
が
三
ヶ
月
以
上
召
集
に
応
じ
な

か
っ
た
事
例
が
こ
れ
に
相
当
し
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
原
告
が
敗
訴
に
終
わ
っ
た
以
下

の
判
例
が
あ
る
。
那
覇
地
裁
二
〇
二
〇
年
六
月
一
〇
日
判
決
（
判
時
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二
四
七
三
号
九
三
頁
）、
同
事
件
の
控
訴
審
判
決
で
あ
る
福
岡
高
裁

二
〇
二
二
年
三
月
一
七
日
判
決
、
東
京
地
裁
二
〇
二
一
年
三
月
二
四

日
判
決
（
訟
月
六
八
巻
五
号
四
六
四
頁
）、
同
事
件
の
控
訴
審
判
決

で
あ
る
東
京
高
裁
二
〇
二
二
年
二
月
二
一
日
判
決
（
訟
月
六
八
巻
五

号
五
一
一
頁
）。

＊　
　

＊　
　

＊

�

　

憲
法
学
と
政
治
学
の
関
係
と
い
う
古
典
的
な
問
題
は
、
そ
れ
ら
の

大
学
の
講
義
科
目
た
る
「
憲
法
学
」
と
「
政
治
学
」
と
い
う
「
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
」
が
経
験
し
た
変
化
に
よ
り
、
刷
新
さ
れ
た
。
憲

法
学
は
、
い
ま
や
規
範
主
義
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
憲
法
訴
訟
論
に
よ
っ

て
支
配
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
政
治
学
は
、
明
ら
か
に
経
験
主
義

の
方
向
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
新
し
い
役
割
分
担
が
生
じ
た
。

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
レ
イ
ノ
ー
（Philippe Raynaud

）
の
明
快
な
定
式

に
よ
れ
ば
、「
規
範
論
理
に
つ
い
て
の
研
究
は
法
学
者
た
ち
の
も
の

と
な
り
、
諸
権
力
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
研
究
は
政
治
学
者

た
ち
の
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う（

（
（

」。
同
じ
著
者
が
非
常
に
説
得
的
な

方
法
で
示
す
よ
う
に
、
こ
の
種
の
知
的
な
「
ヤ
ル
タ
協
定
」
は
役
割

分
担
を
決
め
る
が
、
そ
れ
は
偶
然
的
な
も
の
で
は
な
い
。
憲
法
学
に

お
い
て
も
政
治
学
に
お
い
て
も
、〔
そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
的
作
業
の
〕

正
当
化
の
基
礎
は
、
ま
さ
に
知
見
が
生
み
出
さ
れ
る
際
に
、
そ
れ
が

科
学
的
と
い
え
る
も
の
が
要
求
す
る
も
の
に
つ
い
て
の
実
証
主
義
的

解
釈
に
あ
る
。
政
治
的
事
実
に
つ
い
て
の
実
証
主
義
的
学
問
は
、
実

証
主
義
的
な
法
学
に
対
す
る
自
律
性
を
喜
ん
で
認
め
る
の
で
あ
る
。

　
「
政
治
法
学　« droit politique »

」
と
い
う
ラ
ベ
ル
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
別
の
や
り
方
は
あ
る
も
の
の
、
憲
法
学
の
現
在
の
あ
り
方
に
対

す
る
批
判
を
可
能
に
す
る
こ
と
や
、
理
解
の
新
た
な
地
平
を
描
く
こ

と
を
目
指
す
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
説
明
す
る
の
に
役
立
つ
で
あ
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ろ
う
。
な
お
、
こ
の
ラ
ベ
ル
は
、「
政
治
法Jus Politicum

 
（w

w
w

.juspoliticum
.com

）」
で
発
表
さ
れ
た
論
文
の
多
彩
さ
が

示
す
よ
う
に
、
同
じ
対
象
に
対
す
る
非
常
に
多
様
な
学
問
的
態
度
を

含
ん
で
い
る
の
で
、
そ
れ
が
含
ん
で
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
統
一
性
を

誇
張
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、「
政
治
法
学
」« droit 

politique »

と
い
う
、
自
然
法
を
想
起
さ
せ
る
古
い
語
彙
を
復
活
さ

せ
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
は
疑
問
と
す
る
向
き
も
あ
ろ
う
。
こ
の

政
治
法
学
と
い
う
タ
ー
ム
は
、
現
代
の
大
多
数
の
法
学
者
、
特
に
憲

法
学
者
の
見
解
ま
た
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
相
容
れ
な
い
、
と
い
わ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
、
政
治
学
の
側
で
は
、
憲
法
の
政
治
的
側

面
を
考
察
の
対
象
と
す
る
と
い
う
考
え
は
、
た
し
か
に
少
数
派
で
あ

る
。
政
治
法
学
と
い
う
言
葉
は
、
大
多
数
の
政
治
学
の
研
究
者
た
ち

に
と
っ
て
は
何
の
意
味
も
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
仮
に
そ
れ
が
カ

バ
ー
し
う
る
対
象
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
彼
ら
に
伝
え
た
と
こ
ろ
で
、

お
そ
ら
く
、
彼
ら
は
政
治
法
学
と
い
う
学
問
が
政
治
学
の
内
容
の
形

成
に
ど
う
役
に
立
つ
の
か
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
や
は

り
、「
政
治
法
学
」
と
い
う
タ
ー
ム
は
、
憲
法
学
的
考
察
の
範
囲
を

憲
法
機
関
の
判
決
に
つ
い
て
の
単
な
る
注
釈
に
と
ど
め
ず
、
そ
れ
を

拡
大
し
よ
う
と
す
る
様
々
な
試
み
を
カ
バ
ー
す
る
の
に
最
も
適
し
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
憲
法
学
は
、
政
治
現
象
を
前

に
撤
退
す
る
運
命
を
課
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
「
政
治
法　« droit politique »

」
に
お
け
る
学
問
的
考
察
の
前
提

は
、
な
ん
に
せ
よ
憲
法
学
に
関
し
て
は
、
法
学
そ
の
も
の
の
観
点
か

ら
政
治
が
考
察
対
象
と
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
日
の
講
演
に
お
い
て
、
私
は
、
現
代
フ
ラ
ン
ス
公
法
学
が
、
政

治
を
十
分
に
考
察
対
象
と
し
て
い
な
い
こ
と
を
提
示
し
た
い
。
い
い

換
え
れ
ば
、
今
の
フ
ラ
ン
ス
公
法
学
は
、
政
治
の
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
理
解
か
ら
目
を
背
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
政
治
は
、
多
面
的
な

現
象
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、「
政
治
」
と
い
う
言
葉
は
、
た
い

て
い
の
場
合
、
政
党
間
で
の
公
開
で
の
議
論
の
応
酬
や
権
力
を
め
ぐ

る
政
党
間
の
争
い
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
理
解
に
よ
っ
て
、
政
治
の
意
味
が
汲
み
尽
く
さ

れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
政
治
は
、
私
た
ち
の
社
会
の
中
で
よ
り
い
っ

そ
う
広
い
地
位
を
占
め
て
い
る
。
憲
法
学
は
、
別
の
形
を
取
る
政
治

現
象
に
も
関
心
を
有
す
る
。
憲
法
学
は
、「
体
制
」
と
い
う
観
点
か

ら
政
治
シ
ス
テ
ム
を
分
析
す
る
の
で
あ
る
。
憲
法
学
は
、
政
治
権
力

の
行
使
、
す
な
わ
ち
統
治
者
た
ち
が
憲
法
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
権

限
を
行
使
す
る
と
き
に
何
を
行
う
の
か
に
つ
い
て
も
、
関
心
を
も
つ
。

　

私
の
講
演
は
、
政
治
現
象
の
こ
の
よ
う
な
側
面
が
見
落
と
さ
れ
が

ち
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
憲

法
学
の
「
脱
政
治
化
」
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。



法学研究 96 巻 4 号（2023：4）

130

し
か
し
、
脱
政
治
化
そ
れ
自
体
も
ま
た
政
治
的
な
性
格
を
有
す
る
現

象
で
あ
る
こ
と
を
、
決
し
て
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

私
は
、
相
補
関
係
に
あ
る
と
考
え
う
る
二
つ
の
観
点
か
ら
、
こ
の

フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
の
政
治
と
の
か
か
わ
り
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
。

第
一
に
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
者
た
ち
が
政
治
現
象
に
対
し
て
い
か
な

る
関
係
を
維
持
し
て
き
た
の
か
、
を
明
ら
か
に
し
た
い
（
Ⅰ
）。
第

二
に
、
憲
法
に
か
か
わ
る
行
為
の
な
か
で
問
題
が
ど
の
よ
う
に
生
じ

た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
（
Ⅱ
）。
こ
の
よ
う
な
論
文
構
成
は
、

「
学
説
」
と
「
実
際
の
行
為
」
を
別
々
の
も
の
と
し
て
提
示
す
る
こ

と
に
な
る
の
で
、
分
け
て
考
え
て
は
な
ら
な
い
は
ず
の
も
の
を
分
け

て
考
え
て
し
ま
う
と
い
う
難
点
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
完
全
に
分
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
こ
と
が
ま
さ
に
政
治
法
学
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
要
請
す
る
重
要
な
も
の
の
う
ち
の
一
つ
で
は
あ
る
も
の
の
、
何

よ
り
も
ま
ず
便
宜
的
な
理
由
に
よ
り
、
こ
の
二
分
法
を
採
用
す
る
。

Ⅰ
．
フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
と
政
治

　

第
一
部
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
の
い
く
つ
か
の
特
徴
を
明
ら
か

に
し
た
い
。
憲
法
の
歴
史
的
解
釈
を
取
り
上
げ
て
そ
れ
を
行
う
。
最

初
に
い
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
私
は
憲
法
学
を
、

「
政
治
法
学
」、
つ
ま
り
法
と
政
治
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
定
の
理
解

に
よ
っ
て
導
か
れ
る
法
学
と
し
て
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
こ
そ
が
、
私
が
「
立
憲
主
義
」
と
い
う
タ
ー
ム
に
与
え
る
意
義

で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
立
憲
主
義
の
本
質
的
に
政
治
的
な
側
面
に

つ
い
て
、
少
し
述
べ
た
い
（
Ａ
）。
次
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
憲

法
学
説
の
最
近
の
一
定
の
傾
向
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
特
に
、
フ
ラ

ン
ス
公
法
学
に
お
け
る
「
懐
疑
主
義
」
の
傾
向
を
強
調
し
た
い
。
私

は
、
こ
の
「
懐
疑
主
義
」
を
、
憲
法
の
解
釈
に
お
い
て
政
治
的
要
素

よ
り
技
術
的
要
素
を
優
先
さ
せ
て
し
ま
う
傾
向
と
し
て
理
解
す
る
。

こ
の
傾
向
は
、
政
治
の
軽
視
、
す
な
わ
ち
憲
法
裁
判
の
文
脈
に
お
い

て
政
治
と
区
別
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
法
が
政
治
に
対
し
て
優
位
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
と
結
び
つ
い
て
い
る
（
Ｂ
）。

Ａ
．
諸
起
源
か
ら
な
る
立
憲
主
義
（constitutionnalism

e 
des origines

）
に
内
在
す
る
政
治
的
側
面

　

政
治
法
学
の
目
的
は
、
立
憲
主
義
を
（
再
）
理
解
す
る
こ
と
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。
た
し
か
に
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
法
学
者
モ
ー
リ
ス
・
オ
ー
リ
ウ
（M

aurice H
auriou

）

の
一
九
二
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
憲
法
概
説
』
の
冒
頭
の
フ
レ
ー
ズ

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
彼
は
、
特
に
「
古
典
的
学
説
の
復
権（

（
（

」
の
必

要
性
と
い
う
考
え
を
強
調
し
て
い
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
い
さ

さ
か
の
理
由
が
あ
っ
て
こ
の
著
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
よ
う
な
イ
デ
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オ
ロ
ギ
ー
的
偏
向
と
い
う
非
難
に
は
陥
ら
ず
に
済
む
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
立
憲
主
義
の
特
質
は
、
法
と
政
治
を
実

証
的
に
関
係
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
古
代
の
偉
大
な
政
治
的
思
想
で

は
、「
法
に
は
、
そ
の
基
本
的
原
理
が
政
治
的
で
あ
っ
て
法
的
で
は

な
い
憲
法
の
枠
内
で
、（
中
略
）
従
属
的
な
地
位
し
か
認
め
ら
れ
な

い
（
（
（

」。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
代
国
家
は
、
法
に
関
す
る
二
重
の
考
察

に
基
づ
い
て
築
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
主
権
の
中
に
権

力
が
実
定
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
。
次
に
、「
自
由
主
義
的
な
政
治

は
、
諸
権
利
（rights

）
の
よ
り
よ
い
保
護
の
た
め
に
、
政
治
を
法

（Law

）
に
従
属
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す（

（
（

」
の
で
あ
る
。
い
い
か
え

れ
ば
、
こ
こ
で
は
、
立
憲
主
義
と
い
う
タ
ー
ム
は
、
憲
法
の
政
治
的

内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
政
治
的
側
面
な
の
で
あ
る
。
私
が
こ

こ
で
い
い
た
い
こ
と
は
、
こ
の
側
面
を
軽
視
し
え
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
立
憲
主
義
の
政
治
的
内
容
は
、
国
ご
と
の
経
験
の
違
い

に
応
じ
て
変
化
し
、
ま
た
は
相
異
な
っ
た
も
の
と
な
り
う
る
。
し
か

し
、
憲
法
が
、
何
ら
か
の
政
治
的
構
成
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
、

明
白
な
事
実
で
あ
る
。
立
憲
主
義
を
抜
き
に
し
て
、
つ
ま
り
憲
法
の

政
治
的
構
成
要
素
を
考
察
の
対
象
に
せ
ず
に
は
、
憲
法
を
理
解
で
き

な
い
。
一
定
の
法
形
式
に
訴
え
る
こ
と
を
通
じ
て
政
治
的
諸
目
的
を

実
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
な
け
れ
ば
、
憲
法
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

立
憲
主
義
と
は
、
事
後
的
に
憲
法
に
浸
透
す
る
こ
と
と
な
る
、
一

定
の
内
容
を
包
括
す
る
た
め
の
契
機
と
い
え
よ
う
。
立
憲
主
義
は
、

現
行
の
憲
法
に
お
い
て
す
で
に
部
分
的
に
実
現
さ
れ
て
い
る
知
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
実
質
的
目
的
―
―
政
治
的
自
由
と
個
人
の

諸
権
利
の
保
護
―
―
を
目
指
す
。
立
憲
主
義
は
、
ま
っ
た
く
政
治
的

に
中
立
的
で
は
な
い
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
以
下
の
方
法
で
実
現

す
る
。
す
な
わ
ち
、
1
／
政
治
権
力
の
自
然
主
義
的
な
捉
え
方
を
通

じ
て
、
2
／
こ
の
権
力
を
枠
づ
け
よ
う
と
す
る
制
度
的
な
仕
組
み
を

設
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
3
／
法
と
そ
の
制
定
に
つ
い
て
の
形
式
主

義
的
な
捉
え
方
を
通
じ
て
、
で
あ
る
。

　

こ
の
変
化
の
結
果
は
、
単
に
政
治
的
思
想
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
こ
の
よ
う
に
定
式
化
さ
れ
た
立
憲
主
義
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
す

べ
て
の
要
素
は
、
価
値
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
法
的
に
構

成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
価
値
は
、
特
に
権
利
宣
言
の
中
で
法
的
に
表

現
さ
れ
る
。〔
法
的
に
構
成
さ
れ
る
〕
制
度
は
、「
自
由
の
憲
法
」
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
「
自
由
の
憲
法
」
自
体
も
、
特
定

の
類
型
の
法
形
式
に
則
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、

意
思
主
義
的
な
形
式
の
下
で
法
を
生
み
出
す
。
立
憲
主
義
は
、
本
質

的
に
立
法
に
つ
い
て
の
あ
る
法
理
論
に
基
礎
を
置
い
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
が
意
味
す
る
重
要
な
こ
と
は
、
政
治
と
法
を
も
は
や

完
全
に
分
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に

こ
の
融
合
か
ら
、
憲
法
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
政
治
は
、
憲
法
に
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よ
っ
て
法
そ
の
も
の
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る（

（
（

。
し
た
が
っ
て
、
憲
法

と
は
、
本
質
的
に
政
治
法
で
あ
る
。
憲
法
に
関
し
て
は
、
政
治
の
外

側
の
法
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
法
を
把
握

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
逆
に
、
政
治
は
国
家
と
い
う
文
脈
で
行
わ

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
政
治
的
行
為
は
、
い
わ
ゆ
る
法
外
的
な
手
段

を
失
う
。
法
の
言
葉
が
、
政
治
的
行
為
に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

法
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
政
治
的
行
為
を
媒
介
す
る
。
む
き
出
し
の
政

治
的
行
為
も
な
け
れ
ば
、
法
的
に
し
か
定
式
化
さ
れ
な
い
行
動
も
な

い
。

　

こ
の
法
と
政
治
の
結
び
つ
き
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
は
い
か
な
い
。
実

際
、
憲
法
に
お
い
て
、
二
つ
の
影
響
を
区
別
し
う
る
。
一
方
は
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
影
響
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
権
力
に
つ
い
て
の
考
え
方
と

人
間
に
よ
る
統
治
を
支
配
す
べ
き
諸
原
理
に
つ
い
て
の
考
え
方
で
あ

る
。
他
方
は
、
技
術
的
影
響
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
家
に
つ
い
て
の

知
見
と
、
国
家
を
法
的
に
組
織
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
知
見
で
あ
る
。

そ
れ
が
立
憲
主
義
の
二
つ
の
側
面
で
あ
る
。
一
方
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
影
響
は
、
他
方
の
技
術
的
影
響
よ
り
も
古
く
か
ら
あ
る
。
技
術
的

側
面
は
、
全
面
的
に
で
は
な
い
に
せ
よ
、
広
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
関

心
か
ら
確
立
さ
れ
た
。

　

ケ
ル
ゼ
ン
（K

elsen

）
に
端
を
発
す
る
規
範
主
義
の
強
い
主
張

の
一
つ
は
、（
法
現
象
を
構
成
す
る
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
）
憲
法
か

ら
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
と
し
て
理
解
さ
れ
る
憲
法
の
政
治

的
側
面
を
除
去
し
純
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
重
要
な
の
は
規
範
形

成
で
あ
り
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
規
範
形
成
は
、

道
徳
的
価
値
や
政
治
的
価
値
で
構
成
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
実
質
的
側
面

を
捨
象
し
て
把
握
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
。
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
民
主
主
義
は
究
極

的
な
価
値
相
対
主
義
と
両
立
す
る
体
制
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
比

例
代
表
制
に
基
づ
く
民
主
主
義
を
高
く
評
価
す
る
懐
疑
的
な
政
治
理

論
の
見
方
と
結
合
さ
せ
る
。
私
は
、
こ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
見
方
の

限
界
に
つ
い
て
の
批
判
に
取
り
か
か
り
た
い
わ
け
で
も
、
そ
れ
が
で

き
る
わ
け
で
も
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
解
釈
で
は
、
憲

法
学
か
ら
明
瞭
性
と
い
う
重
要
な
部
分
を
失
わ
せ
て
し
ま
う
よ
う
に

思
わ
れ
る
と
述
べ
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。
憲
法
は
、
そ
の
他
の
法

と
は
違
う
。
憲
法
は
、
政
治
に
つ
い
て
の
一
定
の
理
解
の
仕
方
や
実

体
的
原
理
や
価
値
の
蓄
積
と
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
が
ゆ
え
に

（
憲
法
が
属
す
る
と
こ
ろ
の
）
法
現
象
よ
り
広
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に

お
い
て
自
律
性
を
有
す
る
。
ま
ず
、
古
典
的
な
政
治
的
自
由
主
義
に

由
来
す
る
処
方
箋
で
あ
り
う
る
。
次
に
、
民
主
主
義
的
な
要
請
で
も

あ
り
う
る
。
最
後
に
、
完
全
に
は
排
除
さ
れ
え
な
か
っ
た
別
の
政
治

的
思
想
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
真
理
で
も
あ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
そ

れ
は
、
国
家
と
主
権
に
つ
い
て
の
古
典
的
学
問
で
あ
る
。
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Ｂ
．
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
：
近
年
の
歴
史
的
展
開
の
概
観

1
．
憲
法
学
に
お
い
て
実
質
的
価
値
を
保
持
す
る
か
排
除
す
る
か
：

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ド
イ
ツ
憲
法
学
の
影
響

　
古
典
的
学
説
：
憲
法
に
お
け
る
政
治
的
側
面
の
維
持

　

本
論
文
で
企
図
し
て
い
る
歴
史
的
展
開
の
概
観
を
詳
し
く
行
う
つ

も
り
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
証
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
古
典

的
立
憲
主
義
の
構
想
の
特
定
の
側
面
を
も
は
や
考
察
の
対
象
と
し
な

い
、
あ
る
い
は
恐
ら
く
も
は
や
考
察
の
対
象
と
す
る
こ
と
を
望
ま
な

い
よ
う
に
導
い
た
時
期
が
存
在
し
て
い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

で
も
か
な
り
長
い
間
、
一
八
世
紀
の
偉
大
な
憲
法
を
直
接
の
手
本
に

し
て
憲
法
を
提
示
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
実
現
可
能
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。〔
憲
法
学
と
い
う
〕
こ
の
比
較
的
新
し
い
学
問
に
お

け
る
学
問
的
理
解
は
、
多
く
の
論
者
に
と
っ
て
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
。
ゲ
オ
ル
ク
・
イ
ェ
リ
ネ
ク
（Georg Jellinek
）

が
『
一
般
国
家
学
』
で
行
っ
た
こ
と
の
大
部
分
を
（
人
権
宣
言
の
歴

史
的
展
開
に
関
す
る
一
九
〇
〇
年
の
彼
の
有
名
な
作
品
と
同
様
に
）、

こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
さ
し
く
そ
れ
が
、『
憲

法
綱
要
（É

lém
ents de droit constitutionnel

）』
で
ア
デ
マ
ー

ル
・
エ
ス
マ
ン
（A

dhém
ar Esm

ein

）
に
よ
っ
て
な
し
と
げ
ら
れ

た
構
想
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
構
想
は
、
あ
る
程
度
ま
で
は
、

国
家
機
能
に
つ
い
て
の
実
質
的
定
義
で
は
な
く
形
式
的
定
義
の
主
張

が
繰
り
返
し
な
さ
れ
た
と
は
い
え
、
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル

（Carré de M
alberg

）
の
構
想
の
一
端
で
も
あ
っ
た
。
彼
の
理
論

の
特
徴
は
、
フ
ラ
ン
ス
型
の
立
憲
主
義
と
国
民
主
権
思
想
の
分
析
に

集
中
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
彼
の
「
フ
ラ
ン
ス
憲
法
に

よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
素
材
に
基
づ
く
」
国
家
の
一
般
理
論
へ
の
貢
献

と
い
う
構
想
は
、
第
三
共
和
制
期
の
実
定
公
法
と
革
命
期
の
立
憲
主

義
と
の
関
係
を
再
び
結
び
つ
け
る
た
め
の
努
力
と
し
て
、
ま
さ
に
理

解
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
立
憲
主
義
的
」
諸
原
理
や
諸
価
値
の
遺
産
か

ら
実
定
法
上
の
憲
法
を
導
き
出
す
と
い
う
以
上
の
よ
う
な
構
想
は
不

可
能
と
な
る
か
、
い
わ
ば
、
お
そ
ら
く
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
時
期
が
到
来
し
た
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
ま
と
ま
っ
て
は
い
な
い
意
見
を
述
べ
る
つ

も
り
は
な
い
。
そ
の
結
び
つ
き
が
断
ち
切
ら
れ
た
重
要
な
転
換
期
は
、

国
家
の
一
般
理
論
に
関
す
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
理
論
的
考
察
、
そ
し

て
特
に
国
家
に
つ
い
て
の
社
会
学
理
論
と
国
法
学
と
の
区
別
に
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

イ
ェ
リ
ネ
ク
の
国
家
学
に
お
け
る
二
元
論
は
、
実
際
、
国
家
と
一

定
の
諸
価
値
と
の
結
び
つ
き
を
明
ら
か
に
す
る
利
点
を
有
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
権
利
主
体
の
有
す
る
主
観
的
権
利
の
基
礎
と
し
て
の
国
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家
「
目
的
」
論
と
人
権
論
が
こ
れ
に
当
た
る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
対

照
的
に
国
法
学
は
、
こ
れ
ら
の
実
体
的
価
値
に
依
拠
せ
ず
に
そ
の
よ

う
な
国
家
を
基
礎
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

国
家
の
実
質
的
目
的
は
、
国
家
に
つ
い
て
の
法
的
な
定
義
と
は
無
関

係
で
あ
る
か
ら
、
イ
ェ
リ
ネ
ク
は
国
家
を
法
的
に
定
義
す
る
に
際
し

て
は
、
形
式
的
な
基
準
の
み
を
参
照
し
た
の
で
あ
る
。
イ
ェ
リ
ネ
ク

が
「『
法
律
と
命
令
（G

esetz und V
erordnung

）』
で
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、「
た
し
か
に
、
目
的
が
法
を
生
み
出
す
。
し
か
し
、
法

の
創
造
主
と
創
造
物
を
混
同
す
る
の
は
、
方
法
論
的
か
つ
論
理
的
な

誤
り
で
あ
る
」、
と（

（
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
公
法
理
論
に
お
い
て
法

形
式
と
価
値
の
間
に
亀
裂
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ

は
、
そ
の
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
最
初
の
機
会
で
は
な
か
っ
た
が
、

そ
れ
が
、
現
代
史
に
お
い
て
決
定
的
な
機
会
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ケ
ル
ゼ
ン
に
よ
る
切
断

　

実
際
、
イ
ェ
リ
ネ
ク
に
よ
っ
て
入
念
に
構
築
さ
れ
た
こ
の
二
元
論

が
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
規
範
主
義
に
よ
っ
て
も
は
や
修
復
し
え
な
い
亀
裂

と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
イ
ェ
リ
ネ
ク
は
、
公

法
研
究
の
中
に
政
治
の
た
め
の
余
地
を
残
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し

て
ケ
ル
ゼ
ン
は
、
法
と
政
治
の
間
に
あ
る
区
別
が
乗
り
越
え
ら
れ
な

い
性
質
を
有
す
る
こ
と
を
明
確
に
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
法
を
対

象
と
す
る
純
粋
な
理
論
は
、「
法
の
科
学
た
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
っ

て
、
法
政
策
た
ろ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
（
…
）
そ
れ
は
、
法
が
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
ま
た
は
、
法
が
ど
う
作
ら
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て

は
、
ま
っ
た
く
述
べ
よ
う
と
し
な
い（

（
（

」。
彼
の
お
か
げ
で
、
分
析
的

観
点
か
ら
み
て
こ
の
区
別
が
深
ま
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
こ
の
区
別

は
、
法
を
、
政
治
的
な
る
も
の
に
関
す
る
も
の
と
明
確
に
対
置
さ
れ

る
も
の
と
し
て
定
義
づ
け
る
。
一
方
の
領
域
に
属
す
る
も
の
は
、
も

は
や
他
方
の
領
域
に
は
属
し
え
な
い
。
法
と
政
治
と
い
う
二
つ
の
領

域
は
、
互
い
に
排
他
的
に
定
義
づ
け
ら
れ
る
。
法
の
政
治
的
側
面
を
、

一
定
の
内
容
を
当
為
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
と
位
置
づ

け
る
一
方
で
、
法
の
科
学
に
固
有
の
問
題
は
、「
い
か
に
し
て
」
規

範
形
成
が
行
わ
れ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
す
る
の
は
、

非
常
に
興
味
深
い
方
法
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
治
を
単
に
こ

の
よ
う
な
側
面
に
帰
し
て
し
ま
う
の
は
、
単
純
化
し
す
ぎ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
憲
法
が
、
―
―
規
範
形
成
に
お
い
て
特
別
な
位
置

づ
け
を
有
す
る
―
―
権
力
や
主
権
や
代
表
や
責
任
な
ど
の
憲
法
に
特

有
の
概
念
や
、
さ
ら
に
は
憲
法
上
の
機
関
の
政
治
的
行
為
に
結
び
つ

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
、
こ
の

方
向
に
進
ま
な
い
道
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
い
ず

れ
に
せ
よ
、
こ
の
方
向
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
的
概
念

は
、
ケ
ル
ゼ
ン
と
規
範
主
義
学
派
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
役
割
と
は
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ま
っ
た
く
別
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
こ
と
を
、
指
摘
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
政
治
的
決
定
を
規
範
形
成
の
仕
組
み
の

中
に
組
み
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
は
な
い
。（
言
葉
の
非
常
に
広
い

意
味
で
）
政
治
的
思
想
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
概
念
が
憲
法
制
度
の

内
側
か
ら
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
か
を
示
す
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
主
権
と
い
う
タ
ー
ム
で
考
え
る
の
は
規
範
形
成
に

影
響
を
与
え
る
が
、
し
か
し
、
私
た
ち
が
自
由
主
義
的
国
家
に
お
い

て
生
き
る
の
か
、
社
会
主
義
国
家
に
お
い
て
生
き
る
の
か
、
自
然
法

の
あ
れ
こ
れ
の
思
想
に
基
づ
く
神
権
政
治
に
お
い
て
生
き
る
の
か
、

完
全
な
世
俗
国
家
に
お
い
て
生
き
る
の
か
選
ん
だ
こ
と
を
ま
っ
た
く

含
意
せ
ず
、
ま
た
人
権
を
尊
重
す
る
の
か
、
そ
の
人
権
と
い
う
言
葉

が
当
該
政
治
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
意
味
す
ら
持
た
な
い
の
か
、
に
つ

い
て
い
か
な
る
含
意
も
も
た
ら
さ
な
い
。
政
治
的
代
表
の
よ
う
な
基

本
概
念
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
政
治
的
分
析
を
、
法
理

論
を
「
汚
す
」
こ
と
に
し
か
な
り
え
な
い
も
の
と
非
難
す
る
こ
と
は
、

政
治
を
、
国
家
の
諸
活
動
ま
た
国
家
の
形
成
す
る
規
範
の
た
め
の
基

礎
的
概
念
の
提
供
者
の
地
位
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
政
治
の
中
に
国
家
に
実
質

的
目
的
を
設
定
す
る
作
用
し
か
見
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

手
の
考
え
方
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
ま
で
の
公
法
学
に
お

い
て
非
常
に
活
発
な
数
々
の
議
論
を
経
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
私
た

ち
が
統
治
行
為
の
基
準
や
統
治
作
用
の
存
在
に
つ
い
て
の
議
論
で
考

え
る
の
が
、
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
学
説
、
特
に
フ
ラ
ン
ス
の
学

説
の
行
政
法
学
へ
の
一
極
集
中
の
理
由
の
一
つ
で
も
あ
る
。
行
政
法

学
は
、
非
政
治
的
な
法
学
と
解
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
国
家
を
非
政

治
的
に
読
解
す
る
と
は
、
行
政
裁
判
所
に
よ
る
公
権
力
機
関
の
法
的

規
律
や
公
権
力
機
関
が
制
定
し
た
法
に
注
目
す
る
こ
と
と
同
じ
こ
と

で
あ
る
。
さ
て
、
そ
の
よ
う
な
読
解
を
可
能
に
す
る
に
は
、
政
治
を

再
び
目
的
設
定
作
用
に
帰
し
て
し
ま
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
立
憲
主
義
へ
の
回
帰
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
、
そ
れ
は
、
前
述

と
は
異
な
っ
た
性
質
の
政
治
と
法
と
の
関
係
が
も
た
ら
す
教
訓
で
あ

る
。
政
治
は
国
家
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
そ
の
も
の
、
国
家
を
活
発
に
機
能

さ
せ
し
め
る
諸
々
の
概
念
、
そ
れ
ら
の
相
互
作
用
に
浸
透
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
自
動
車
に
た
と
え
よ
う
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
単
に
、

憲
法
と
政
治
的
制
度
の
モ
ー
タ
ー
を
動
か
す
ガ
ソ
リ
ン
で
あ
る
だ
け

で
は
な
い
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
こ
の
モ
ー
タ
ー
の
パ
ー
ツ
の
デ
ザ

イ
ン
の
仕
方
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
も
い
た
の
で
あ
る
。
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
は
、
そ
れ
ら
の
機
能
全
体
を
条
件
づ
け
る
の
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
前
述
の
政
治
に
つ
い
て
限
定
的
な
捉
え
方
は
ケ
ル
ゼ

ン
の
読
者
の
多
く
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
確
か
に
彼
の
フ
ラ
ン
ス

で
の
成
功
に
貢
献
し
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
シ
ャ
ル
ル
・
ア
イ

ゼ
ン
マ
ン
（Charles Eisenm

ann

）
の
博
士
論
文
（
一
九
二
八
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年
）
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。
人
権
が
憲
法
規
範
の
中
で
…
…
一
種
の

優
位
性
を
有
す
る
と
す
る
見
解
を
論
じ
た
が
、
若
き
時
代
の
著
者
ア

イ
ゼ
ン
マ
ン
は
そ
れ
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
た
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
こ
の
よ
う
な
見
解
は
明
ら
か
に
ひ
と
つ
の

政
治
的
な
見
解
を
表
現
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
自
由
主
義
的
な

個
人
主
義
の
影
響
に
直
接
的
に
結
び
つ
い
て
」
お
り
、「
憲
法
の

様
々
な
法
的
観
念
の
秩
序
や
真
の
つ
な
が
り
と
相
反
し
て
し
ま
う
」、

と
。
こ
こ
で
の
構
図
は
、
今
後
は
、
法
的
な
も
の
と
政
治
的
な
も
の

は
互
い
に
排
斥
し
あ
う
〔
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
〕、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
法
か
ら
政
治
を
遠
ざ
け
て
し
ま
う
こ
と
の
実
例
を
、

エ
ス
マ
ン
が
そ
の
当
時
に
お
い
て
実
定
憲
法
を
「
一
八
世
紀
の
哲
学

的
思
索
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
諸
原
理
の
（
…
）
共
有
財
産
」
及
び
イ

ギ
リ
ス
憲
法
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
制
度
類
型（

（
（

」
と
結
び
付
け
よ
う
と

（
実
際
に
は
そ
こ
か
ら
引
き
出
そ
う
と
）
し
て
い
た
方
法
的
な
努
力

か
ら
、
推
し
測
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
る
で
、
ケ
ル
ゼ
ン
が
開
始

し
た
法
現
象
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
明
証
性
に
つ
い
て
の
考
察
の
ほ

ぼ
議
論
の
余
地
な
い
成
果
が
、
憲
法
に
特
有
の
明
証
性
を
犠
牲
に
し

て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
た
と
え
ば
、
立
憲
主
義
思
想
の
伝
統
に
よ
っ
て
国
家
に

割
り
当
て
ら
れ
た
政
治
的
方
向
性
に
、
非
常
に
体
系
的
な
や
り
方
で
、

自
分
自
身
の
公
法
学
説
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
て
い
た
オ
ー
リ
ウ
の

や
り
方
か
ら
も
ほ
ど
遠
い
。
た
と
え
ば
、
主
権
に
つ
い
て
、「
政
治

的
自
由
を
促
進
す
る
目
的
で
自
己
拘
束
を
行
う
た
め
に
、
固
有
の
形

態
と
固
有
の
権
力
の
内
的
分
立
に
よ
っ
て
分
権
化
さ
れ
均
衡
化
さ
れ

た
意
思
に
組
織
化
さ
れ
た
国
家
の
支
配
権
力（

（1
（

」
と
す
る
定
義
や
、
国

家
に
つ
い
て
、「
自
由
を
保
障
す
る
安
定
的
な
状
況
を
生
み
出
す
シ

ス
テ
ム（

（1
（

」
と
す
る
定
義
や
、
法
律
に
つ
い
て
、「
国
家
体
制
の
決
定
、

つ
ま
り
自
由
〔
の
実
現
〕
に
向
け
た
改
革
を
内
容
と
す
る
成
文
規

範
（
（1
（

」
と
す
る
定
義
の
中
に
、
彼
の
こ
の
よ
う
な
方
向
性
が
見
出
さ
れ

る
。

　

こ
れ
ら
の
論
者
た
ち
に
つ
い
て
記
憶
に
留
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
、
実
質
的
価
値
全
体
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
立
憲
主
義
は

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、

と
は
い
え
や
は
り
、
こ
れ
ら
の
実
質
的
価
値
は
、
問
題
を
生
じ
さ
せ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
価
値
は
、
そ
れ
ら
の
存
在
自

体
に
よ
っ
て
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
し
く
近

代
の
規
範
主
義
は
実
質
的
価
値
対
実
質
的
価
値
の
対
立
に
対
し
て
闘

争
を
挑
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
価
値
は
、
そ
の
内
容
の
観
点
で

も
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
た
と
え
ば
、
な
ぜ
自
由
だ
け
に
限
る
の
だ

ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
な
ぜ
オ
ー
リ
ウ
は
こ
れ
ら
の
定
義
の
中
に
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「
自
由
と
人
権
」
を
含
め
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
な

ぜ
共
和
国
の
標
語
「
自
由
、
平
等
、
友
愛
」
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
さ
ら
に
は
、
仮
に
自
由
し
か
考
慮
に
入
れ
な
い
と
し
た
と
し

て
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
実
に
多
様
な
解
釈
を
な
し
う
る
。
自
由
と
は
、

他
の
概
念
へ
の
参
照
が
必
要
な
概
念
で
あ
る
。
自
由
は
、
特
に
非
純

粋
的
な
概
念
で
あ
る
。
い
か
な
る
自
由
も
、
何
か
を
す
る
自
由
で
あ

り
、
ま
た
は
何
か
に
対
す
る
自
由
で
あ
る
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
自

由
の
リ
ス
ト
は
、
積
極
的
な
そ
れ
か
ら
消
極
的
な
そ
れ
ま
で
限
り
な

く
長
く
、
歴
史
的
文
脈
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
問
題
を
捨
象

す
る
こ
と
を
企
図
す
る
憲
法
学
説
の
誘
惑
の
力
を
、
ど
う
し
て
理
解

せ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
。

2
．
フ
ラ
ン
ス
の
公
法
学
者
た
ち
の
懐
疑
主
義
：
ア
メ
リ
カ
と
の

対
比

　
ア
メ
リ
カ
と
の
比
較

　

オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ボ
ー
（O

livier Beaud

）
が
多
く
の
論
文
で
示

し
た
よ
う
に
、
規
範
主
義
理
論
は
、
憲
法
学
者
た
ち
が
政
治
的
制
度

や
政
治
生
活
の
研
究
へ
と
向
か
う
「
プ
ラ
グ
マ
テ
ッ
ク
な
転
機（

（1
（

」
と

呼
ば
れ
る
現
象
が
生
じ
て
い
た
と
き
、
法
学
に
お
い
て
理
論
的
な
関

心
を
維
持
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
観
点
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
と
フ
ラ
ン
ス
を
比
較
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
憲
法

学
は
、
よ
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
政
治
法
学
で
あ
り
続
け
て
き
た

し
、
そ
う
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
自
覚
的
で
あ
り
続
け
て
き
た
。

「
憲
法
学
」
と
い
う
学
問
は
か
な
り
は
っ
き
り
と
最
高
裁
判
所
の
判

例
研
究
に
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
や
は
り
そ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
さ
て
、
前
述
の
最
高
裁
判
所
は
、
政
治
問
題
を
政
治
問
題

と
し
て
決
着
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
な
い
に
し
て

も
、
論
証
的
方
法
で
判
例
形
成
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
政
治
的

問
題
は
回
避
さ
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
や
り
方
の
危
険
性
と
は
も
ち

ろ
ん
、
最
高
裁
判
所
が
政
治
的
問
題
に
介
入
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
危
険
性
は
絵
空
事
で
は
な
い
。
ブ
ッ
シ
ュ
（Bush

）
対

ゴ
ア
（Gore

）
事
件
判
決
や
ス
カ
リ
ア
（Scalia

）
判
事
の
個
別
意

見
が
、
十
分
に
そ
の
危
険
性
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
不
都
合
自
体
が
そ
の
解
決
策
を
も
た
ら
す
。
個
別
意
見
の
原
則
は
、

判
例
を
、
個
別
意
見
に
基
づ
い
て
政
治
的
分
析
（
批
判
法
学
の
場
合

は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
分
析
）
に
委
ね
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
決
定
に

対
し
て
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
観
点
か
ら
の
読
解
を
行
う
こ
と
を
可

能
に
す
る
。
こ
の
同
じ
ボ
ー
の
学
説
の
観
点
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
法

学
教
授
は
、
政
治
色
が
か
な
り
強
い
主
張
、
す
な
わ
ち
明
ら
か
に
規

範
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
な
主
張
（
キ
ャ
ス
・
サ
ン
ス
テ
ィ
ー
ン

（Cass Sunstein
）、
ブ
ル
ー
ス
・
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
（Bruce A

ckerm
an

）、

ラ
リ
ー
・
ト
ラ
イ
ブ
（Larry T

ribe

）
な
ど
の
著
作
を
念
頭
に
お
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い
て
い
る
）
を
す
る
こ
と
を
、
職
業
倫
理
に
反
す
る
と
は
考
え
て
い

な
い
。
こ
の
よ
う
な
〔
法
学
の
〕
政
治
へ
の
開
放
は
、
そ
の
社
会
科

学
へ
の
開
放
を
近
づ
け
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ
う
で
は

な
い
が
、
政
治
経
済
学
は
法
学
の
議
論
に
お
い
て
よ
り
い
っ
そ
う
中

心
に
位
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
多
数
の
法
律
家
は
、
裁
判
官
も
含

め
て
、
社
会
学
や
社
会
科
学
に
結
び
つ
け
る
研
究
に
躊
躇
な
く
励
ん

で
い
る（

（1
（

。
そ
れ
と
対
を
な
し
て
、
非
専
門
家
や
政
党
や
世
論
の
動
向

に
お
け
る
政
治
的
主
張
は
、
フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
い
っ
そ
う
憲
法
に
こ

だ
わ
り
、
そ
れ
を
主
要
論
点
だ
と
考
え
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
こ
の

よ
う
な
政
治
的
主
張
に
お
け
る
原
意
主
義
者
と
生
け
る
憲
法
の
支
持

者
の
間
の
論
争
の
重
要
性
を
理
解
す
る
。
同
様
に
、
こ
の
こ
と
は
、

共
和
党
の
運
動
や
「
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
」
の
提
案
す
る
憲
法

の
読
み
直
し
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
ぞ
れ
の

大
き
な
政
治
運
動
は
各
々
一
定
の
憲
法
解
釈
論
を
携
え
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
憲
法
解
釈
論
は
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
に
と
っ
て
ま
さ
に
中
心

的
な
も
の
で
あ
る（

（1
（

。

　
フ
ラ
ン
ス
公
法
学
に
お
け
る
政
治
的
中
立
性
と
い
う
偏
見

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
逆
に
著
し
い
政
治
的
中
立
性
が
優
勢
で
あ
り
、
そ

れ
は
非
常
に
鮮
明
な
「
技
術
的
」
偏
見
と
う
ま
く
共
存
し
て
き
た
。

憲
法
が
現
実
の
政
治
に
は
「
立
ち
入
り
禁
止
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
か
な
り
明
確
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
多
く
の
利
点
が
あ
り
、
そ
の
こ

と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
憲
法
問
題
の
政
治
的
な
含

意
が
わ
か
り
に
く
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
憲
法
学
説
は
、
技
術
的
な

論
点
、
主
に
訴
訟
上
の
論
点
に
関
心
を
集
中
さ
せ
る
。
逆
に
、
制
度

的
な
論
点
（
行
政
権
や
そ
れ
が
保
障
す
る
公
役
務
に
対
置
さ
れ
る
国

家
、
政
治
体
制
や
そ
の
変
遷
）、
ま
た
は
社
会
が
そ
の
維
持
を
望
む

価
値
に
関
す
る
論
点
に
つ
い
て
は
、
法
学
者
た
ち
は
関
心
を
向
け
な

い
傾
向
に
あ
る
。
懐
疑
的
な
も
の
の
見
方
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

法
が
政
治
を
捕
捉
す
る
べ
き
と
の
ル
イ
・
フ
ァ
ヴ
ォ
ル
ー
（Louis 

Favoreu

）
の
主
張
は
、
思
う
に
、
こ
の
文
脈
で
理
解
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
懐
疑
主
義
の
大
海
の
中
に
実
質
的
な
真
実
の
小

島
を
打
ち
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
注
目
に
値
す
る
の
は
、

基
本
権
そ
の
も
の
の
保
護
を
議
論
の
出
発
点
と
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
基
本
権
に
基
礎
を
置
か
な
い
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
学
説

に
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
基
本
権
は
否
認
さ
れ
な
い
ど
こ

ろ
か
、
そ
の
逆
で
あ
る
。
共
通
す
る
意
見
に
よ
れ
ば
、〔
フ
ラ
ン
ス

の
〕
憲
法
判
例
が
も
た
ら
し
て
き
た
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
は
、

内
容
豊
か
な
基
本
権
章
典
が
欠
い
て
い
た
法
シ
ス
テ
ム
に
、
そ
れ
を

付
与
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
意
味
で
、「
立

憲
主
義
的
な
」
や
り
方
を
目
に
す
る
。
立
憲
主
義
の
各
時
代
は
、
そ

れ
を
基
礎
づ
け
る
価
値
の
確
立
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
憲
法
裁
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判
官
の
時
代
も
、
同
じ
作
業
を
前
提
と
す
る
。
裁
判
官
は
そ
の
時
代

の
特
徴
的
な
価
値
を
決
め
る
の
で
あ
り
、
時
代
は
裁
判
官
の
支
配
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
価
値
に
対
す
る
か
か
わ
り
方
は
、
こ
こ
で
は
私
た
ち
が

普
通
に
想
像
し
う
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
、

憲
法
裁
判
官
が
決
め
た
実
質
的
価
値
は
、
法
解
釈
学
の
基
礎
を
構
成

し
な
い
。
実
際
に
法
解
釈
学
を
支
え
て
い
る
の
は
、
懐
疑
的
な
も
の

の
見
方
で
あ
る
。
憲
法
制
定
権
力
が
有
効
に
承
認
し
さ
え
す
れ
ば
、

憲
法
は
、
い
か
な
る
内
容
も
持
ち
う
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
一

七
八
九
年
の
人
権
宣
言
一
六
条
で
示
さ
れ
た
立
場
に
対
す
る
非
常
に

強
い
否
定
が
あ
る
。
私
た
ち
は
憲
法
の
規
定
に
は
政
治
的
に
実
質
的

な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
と
簡
単
に
信
じ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
が
、
以
上
の
こ
と
は
、
憲
法
の
規
定
に
つ
い
て
の
非
常
に

特
殊
な
解
釈
を
前
提
と
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
五
八
年
憲
法

八
九
条
五
項
に
つ
い
て
の
懐
疑
的
な
解
釈
に
よ
れ
ば
、
こ
の
規
定
は
、

実
際
に
は
、
君
主
制
で
は
な
く
共
和
制
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
以
外
に
、
憲
法
に
服
す
る
機
関
に
課
さ
れ
る
い
か
な
る
規
範

も
存
在
し
な
い
、
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
共
和
政

体
」
は
、
そ
の
こ
と
以
上
に
は
憲
法
改
正
権
力
を
制
限
し
な
い
の
で

あ
る
。

　

他
方
で
、
憲
法
裁
判
官
は
、
実
体
的
問
題
に
関
し
て
は
何
も
立
場

を
明
ら
か
に
し
な
い
「
転
轍
手
」
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
憲
法
裁
判

は
、（
何
が
正
し
い
か
の
定
式
化
と
い
う
意
味
で
の
「
正
義
」
の
現

代
的
な
見
方
に
関
し
て
の
）
優
越
的
価
値
の
保
障
で
は
ま
っ
た
く
な

い
。
憲
法
裁
判
は
、
民
主
的
意
思
が
い
か
な
る
形
式
の
下
で
憲
法
上

の
「
規
範
定
立
の
ル
ー
ル
」
に
一
致
す
る
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
べ
き

か
、
を
述
べ
る
に
と
ど
め
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
裁
判
所
の
役
割
と

正
義
と
の
か
か
わ
り
を
切
り
離
す
特
別
な
仕
方
が
あ
る
。
結
局
の
と

こ
ろ
、
懐
疑
的
方
法
に
基
づ
い
て
懸
念
さ
れ
な
い
唯
一
の
も
の
、
そ

れ
は
あ
る
種
の
真
実
を
生
み
出
す
こ
と
の
で
き
る
憲
法
裁
判
官
の
能

力
で
あ
る
。
こ
の
能
力
は
、
実
体
的
問
題
に
関
し
て
優
越
的
価
値
と

の
一
致
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
追
求
さ
れ
る
目
的

の
一
つ
は
、
む
し
ろ
逆
に
、
法
解
釈
学
か
ら
あ
ら
ゆ
る
実
質
的
価
値

を
追
放
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
あ
ら
ゆ
る
実
質
的

価
値
は
、
超
憲
法
的
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

憲
法
に
つ
い
て
真
実
を
述
べ
る
裁
判
官
の
能
力
は
、（
そ
の
よ
う
な

能
力
は
制
度
的
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
ほ
か
の
ア
ク
タ
ー
た
ち
に
は
認
め

ら
れ
な
い（

（1
（

〔
と
い
う
意
味
で
〕）
排
他
的
、
自
己
充
足
的
、
自
己
基

礎
づ
け
的
、
自
己
制
限
的
（
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
私
た
ち
が
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
、
憲
法

裁
判
官
が
政
治
的
ア
ク
タ
ー
た
ち
に
「
憲
法
学
の
真
の
教
訓
」
を

送
っ
た
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
結
局
、〔
憲
法
裁
判
に
よ
っ
て
実
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現
さ
れ
る
〕「
法
に
よ
っ
て
捕
捉
さ
れ
る
政
治
」
の
機
能
と
は
、
審

査
の
根
拠
、
無
条
件
性
の
根
拠
（
そ
れ
ゆ
え
合
理
性
の
根
拠
）
を
、

法
シ
ス
テ
ム
全
体
に
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
そ
こ
か

ら
近
代
法
の
最
も
古
く
基
本
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に
さ
か
の

ぼ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
社
会
を
、
秩
序
立
っ
た
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
的
）
世
界
観
か
ら
の
脱
却
に
よ
っ
て
生
じ
た
カ
オ
ス
か
ら
、
意
思

主
義
的
か
つ
中
央
集
権
的
な
や
り
方
で
理
解
さ
れ
た
法
に
よ
っ
て
解

放
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
超
越
的
な
（
こ
の
よ
う
な
い
い
方

が
許
さ
れ
る
な
ら
「
上
位
の
」）
も
の
は
退
け
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら

私
た
ち
が
合
理
化
す
る
こ
と
を
通
じ
て
脱
呪
術
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
内
部
に
あ
り
な
が
ら
カ
オ
ス
を
生
む
も
の
で
あ
る
、

す
な
わ
ち
、
お
よ
そ
そ
の
力
そ
の
も
の
が
「
秩
序
を
破
壊
す
る
」
政

治
は
枠
づ
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
さ
も
な
け
れ
ば
、（
ボ
ダ
ン

（Bodin

）
が
『
国
家
論
六
篇
』
の
序
文
に
お
い
て
す
で
に
想
起
し

た
よ
う
に
）
私
た
ち
に
破
滅
が
待
ち
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
憲
法
学
に
よ
る
懐
疑
的
解
釈

　

冷
戦
時
代
に
「
主
要
な
西
洋
型
民
主
主
義
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も

の
を
見
渡
す
と
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
、
憲
法
に

関
す
る
法
文
化
が
人
道
的
な
道
徳
的
か
つ
政
治
的
価
値
を
明
示
的
に

考
慮
に
入
れ
て
引
き
受
け
る
方
向
へ
明
確
に
舵
を
切
ら
な
か
っ
た
唯

一
の
国
で
あ
る
。
確
か
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
は
、
他
国
と
同
じ
く
、

人
権
と
民
主
主
義
の
よ
り
良
い
保
障
を
目
指
す
方
向
へ
と
向
か
っ
た
。

し
か
し
、（
ラ
ー
ト
ブ
ル
フ
（Radbruch

）
か
ら
ハ
ー
バ
ー
マ
ス

（H
aberm

as

）
ま
で
の
）
ド
イ
ツ
や
（
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
（D

w
orkin

）

の
）
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
国
に
お
け
る
法
の
学
問
的
な

捉
え
方
は
、
し
ば
し
ば
、
法
に
お
け
る
道
徳
的
価
値
の
実
定
化
、
つ

ま
り
確
固
た
る
移
植
を
説
明
し
よ
う
と
し
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

憲
法
典
が
こ
の
方
向
へ
向
か
い
、
判
例
も
こ
の
方
向
を
辿
る
方
法
を

つ
い
に
見
つ
け
た
の
で
あ
る
が
、
学
説
は
逆
に
、
強
力
な
中
立
性
と

懐
疑
的
立
場
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
憲
法
訴
訟
論
の
優
位
は
、
上
位

の
人
道
的
価
値
と
切
り
離
せ
な
い
、
ま
た
は
ド
ウ
ォ
ー
キ
ン
流
に
い

え
ば
、
市
民
共
同
体
の
道
徳
的
諸
概
念
を
反
映
し
う
る
よ
う
な
憲
法

の
理
念
に
基
づ
く
も
の
で
は
全
く
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
逆
で
あ
る
。

一
方
で
、
憲
法
に
つ
い
て
の
支
配
的
な
解
釈
は
、
完
全
に
形
式
主
義

的
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
懐
疑
主
義
の
法
学
者
は
、
そ
れ
が

憲
法
制
定
者
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
形
式
を
遵
守
し
て
制
定
さ
れ
た

以
上
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
内
容
で
あ
れ
、
憲
法
適
合
的
で
あ
り
う
る
。

他
方
で
、
憲
法
訴
訟
論
は
、
議
会
の
活
動
を
行
政
機
関
的
な
活
動
の

イ
メ
ー
ジ
で
理
解
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
フ
ラ
ン
ス
行
政
訴
訟
論
と
い

う
非
常
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
ツ
ー
ル
が
、
立
法
者
の
「
越
権
」
を
把

握
す
る
た
め
に
〔
憲
法
訴
訟
論
に
〕
移
し
替
え
ら
れ
う
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
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こ
の
よ
う
な
も
の
の
見
方
は
、「
憲
法
学
」
と
い
う
ラ
ベ
ル
の
使

用
を
首
尾
よ
く
わ
が
物
と
し
た
。
そ
れ
は
学
問
に
お
い
て
真
新
し
い

も
の
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
見
方
に
と
っ
て
の
学
問
の
究
極

的
な
真
実
を
躊
躇
な
く
主
張
し
た
。
憲
法
の
「
真
の
」
本
質
は
、
憲

法
の
訴
訟
形
式
、
す
な
わ
ち
憲
法
判
例
の
存
在
の
中
に
あ
る
か
の
よ

う
に
提
示
さ
れ
た
。
こ
の
見
解
は
、
ケ
ル
ゼ
ン
の
著
作
の
中
に
既
に

そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
、
い
わ
ば
準
備
状
態
に
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン

ス
の
学
説
に
関
し
て
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
ア
イ
ゼ
ン
マ
ン
の
博
士
論
文

の
時
か
ら
す
で
に
そ
う
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ル
ル
・
ア
イ
ゼ
ン
マ
ン
は
、

憲
法
裁
判
に
つ
い
て
の
考
察
に
向
け
た
一
般
理
論
の
た
め
の
発
言
の

文
脈
で
以
下
の
よ
う
に
書
く
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、「
た
だ

（
憲
法
裁
判
）
だ
け
が
、
憲
法
規
範
を
、
そ
れ
に
制
裁
を
結
び
付
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
的
に
拘
束
力
あ
る
規
範
、
つ
ま
り
真
の
法
規

範
に
す
る
の
で
あ
る
。
制
裁
が
な
け
れ
ば
、
憲
法
は
た
だ
の
政
治
的

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
せ
い
ぜ
い
道
徳
的
に
義
務
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
す

ぎ
な
い
。
立
法
者
向
け
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ス
集
と
は
い
え
る
も
の
の
、

立
法
者
は
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
尊
重
す
る
も
無
視
す
る
も
法
的
に
は

自
由
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
立
法
者
の
行
為
は
い
ず
れ
に
せ
よ
有

効
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
憲
法
裁
判
は
、
法
的
な
規
範
で
あ

る
と
望
ま
れ
て
い
た
だ
け
の
も
の
を
、
真
に
法
的
な
規
範
に
す
る
の

で
あ
る
。
憲
法
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
仕
方
で

の
み
十
全
の
法
的
妥
当
性
を
備
え
た
最
高
の
法
規
範
と
な
る
」、
と（

（1
（

。

ア
イ
ゼ
ン
マ
ン
は
、
同
書
に
お
い
て
、
法
と
政
治
を
接
近
さ
せ
た
一

連
の
学
説
的
見
解
へ
精
一
杯
の
反
駁
を
し
た
。
特
に
モ
ー
リ
ス
・

オ
ー
リ
ウ
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ジ
ェ
ニ
ー
（François Gény

）、
レ

オ
ン
・
デ
ュ
ギ
（Léon D

uguit

）
ら
の
考
え
方
が
そ
の
対
象
で

あ
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
シ
ャ
ル
ル
・
ア
イ
ゼ
ン
マ
ン
が
先
駆
者
の
一
人
で

あ
る
と
こ
ろ
の
規
範
主
義
的
な
批
判
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
一
九
二

〇
―
一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
学
説
を
支
配
し
て
い
た
法
と
政
治
の

関
係
に
つ
い
て
の
考
察
が
到
達
し
た
行
き
詰
ま
り
を
論
拠
に
し
て
い

た
（
一
九
二
八
年
の
シ
ャ
ル
ル
・
ア
イ
ゼ
ン
マ
ン
の
博
士
論
文
）。

オ
ー
リ
ウ
と
デ
ュ
ギ
の
見
解
は
、
両
者
が
対
立
し
て
い
た
こ
と
は
特

に
非
常
に
有
名
で
あ
る
が
、
実
定
法
に
は
実
定
法
を
超
え
た
基
礎
が

必
要
で
あ
る
と
す
る
点
で
共
通
し
て
い
た
。
シ
ャ
ル
ル
・
ア
イ
ゼ
ン

マ
ン
に
と
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
見
解
が
「
破
綻
し
て
お
り
」、
現

実
の
法
的
基
礎
を
欠
い
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
の
は
、
い
と
も
容

易
か
っ
た
。
し
か
し
、
モ
ー
リ
ス
・
オ
ー
リ
ウ
の
例
だ
け
を
取
り
上

げ
れ
ば
、
彼
の
努
力
は
学
説
と
し
て
完
全
な
失
敗
に
値
す
る
と
ま
で

は
い
え
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
見
解
に
対
す
る
応
答
は
、
法
実
証
主
義
的
な
学
説
に

よ
っ
て
体
系
的
に
な
さ
れ
た
。
裁
判
官
を
「
超
実
定
的
な
」
法
の
保
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障
者
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
あ
ら
ゆ
る
見
解
に
対
し
て
は
、「
超
実

定
的
な
」
法
な
ど
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
応
答
が
筋
道
を
立

て
て
な
さ
れ
た
。
ま
た
、「
超
実
定
的
な
」
法
を
探
し
出
す
こ
と
が

で
き
た
と
し
て
も
、
そ
う
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
、
民
主
的
な
主
権

に
由
来
す
る
法
と
競
合
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
要

す
る
に
論
点
は
、
実
定
法
（
法
実
証
主
義
者
に
と
っ
て
の
唯
一
の
真

の
法
）
と
、
―
―
正
統
な
国
家
機
関
の
意
思
に
基
づ
か
な
い
規
範
や

制
度
で
あ
っ
て
も
法
的
で
あ
り
う
る
こ
と
を
論
証
す
る
た
め
の
す
べ

て
の
努
力
を
効
果
的
に
指
し
示
す
包
括
的
な
用
語
で
あ
る
と
こ
ろ
の

―
―
「
自
然
法
」
と
の
対
立
に
あ
っ
た
。
問
題
を
「
法
的
性
質

（juridicité

）」
と
い
う
論
点
に
還
元
さ
せ
る
議
論
が
、
フ
ラ
ン
ス

の
卓
越
し
た
法
学
者
た
ち
の
間
で
長
き
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。
一

九
二
〇
―
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
カ
レ
・
ド
・
マ
ル
ベ
ー
ル
、

シ
ャ
ル
ル
・
ア
イ
ゼ
ン
マ
ン
、
ピ
エ
ー
ル
・
ラ
ロ
ッ
ク
（Pierre 

Laroque

）
か
ら
、
比
較
的
最
近
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ヴ
デ
ル

（Georges Vedel

）
や
ブ
ル
ー
ノ
・
ジ
ュ
ヌ
ヴ
ォ
ワ
（Bruno Genevois
）

ま
で
の
議
論
が
そ
う
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
学
派
は
、
法

の
政
治
化
の
危
険
性
を
理
由
に
「
自
然
法
」
を
狭
く
捉
え
た
。
そ
の

逆
に
、
法
実
証
主
義
的
な
方
法
は
、
政
治
を
カ
ッ
コ
に
括
る
と
い
う

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お

け
る
政
治
と
は
、
常
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
刻
印
さ
れ
、
党
派
的
で
、

そ
れ
を
考
察
の
対
象
と
す
る
の
は
法
学
者
の
仕
事
で
は
な
い
と
さ
れ

る
と
こ
ろ
の
政
治
的
選
択
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い

る
。
法
学
者
の
テ
リ
ト
リ
ー
は
、
政
治
の
テ
リ
ト
リ
ー
が
終
わ
る
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　

実
定
法
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
る
法
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
純
粋
に
形
式

的
な
条
件
に
照
ら
し
て
「
法
」
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、

私
た
ち
は
民
主
制
の
下
に
あ
り
、
そ
こ
で
は
法
の
（
究
極
的
な
）
作

り
手
は
人
民
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
法
は
政
治
的
に
受
け

入
れ
可
能
だ
、
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
。
支
配
的
な
見
解
に
つ

い
て
、
厳
密
な
ま
と
め
で
は
な
い
も
の
の
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
受
け
入
れ
可
能
な
政
治
的

選
択
は
、
実
定
法
と
認
め
ら
れ
た
法
の
枠
に
収
ま
る
も
の
だ
け
で
あ

る
、
と
。
現
行
法
を
注
釈
し
活
用
す
る
法
学
者
は
、
こ
の
よ
う
に
い

か
な
る
政
治
的
分
析
を
も
免
除
さ
れ
、
同
時
に
議
論
の
余
地
の
な
い

正
統
性
を
身
に
纏
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。「
憲
法
判
例
は
政
治
制
度

の
機
能
と
政
治
的
生
活
と
を
知
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
要
素
に
な
っ

た
（
（1
（

」
と
い
う
の
は
全
く
正
当
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
憲
法
院
を
、
行

き
過
ぎ
か
ら
奇
跡
的
に
守
ら
れ
た
場
所
か
ら
政
治
を
「
偏
ら
ず
に
」

「
穏
和
化
す
る
」
中
立
的
な
権
力
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

お
そ
ら
く
憲
法
院
そ
の
も
の
を
政
治
的
分
析
か
ら
除
外
し
て
は
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
捉
え
た
場
合
に
は
、
政
治
制
度
に
お
け
る



フランス憲法学の政治化と脱政治化

143

憲
法
院
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
自
己
制
限
と
い
う
言
葉
で
説
明
す

る
こ
と
は
か
な
り
筋
が
通
っ
て
い
る
。
政
治
や
制
度
的
均
衡
の
外
側

に
位
置
し
て
、
良
識
を
も
っ
て
そ
れ
ら
を
規
律
す
る
に
と
ど
ま
る
裁

判
官
は
、
自
分
自
身
に
対
し
て
ま
で
そ
の
良
識
を
及
ぼ
し
、
自
制

（self-restraint
）
を
実
践
す
る
。
裁
判
官
は
党
派
的
な
勢
力
争
い

の
当
事
者
で
は
な
い
。
し
か
し
、
裁
判
官
は
そ
の
制
約
を
理
解
し
、

民
主
的
に
任
命
さ
れ
た
機
関
と
は
対
立
し
な
い
。
そ
う
す
る
た
め
に
、

裁
判
官
は
自
己
制
限
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
フ
ラ
ン
ス
の
〔
憲
〕
法
学
は
、
立
憲
的
民
主
主
義
の
意

義
や
そ
の
要
請
に
つ
い
て
の
根
本
的
な
分
析
を
せ
ず
に
済
ま
す
こ
と

が
で
き
た
。
た
と
え
憲
法
裁
判
官
に
基
本
権
の
カ
タ
ロ
グ
と
そ
れ
ら

を
保
護
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
発
見
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
と

し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
法
学
者
の
多
数
派
は
、
民
主
主
義
、
裁
判
官

の
優
位
、
法
秩
序
の
内
部
に
お
け
る
基
本
権
の
優
位
が
結
び
つ
い
た

こ
の
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
意
味
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
問
い
直
さ

な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス（

（2
（

・
ア
メ
リ
カ
な
ど

文
化
的
か
つ
法
的
な
観
点
か
ら
似
通
っ
た
国
々
と
比
べ
て
、
か
な
り

明
確
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅱ
．
フ
ラ
ン
ス
憲
法
学
は
脱
政
治
化
す
る
傾
向
に
あ

る
の
か

　

し
か
し
な
が
ら
、
懐
疑
的
な
態
度
を
取
る
フ
ラ
ン
ス
の
法
学
者
た

ち
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
、
明
ら
か
に
政
治
か
ら
目
を
背
け
る
と

い
う
態
度
は
、
現
実
に
は
学
問
的
代
償
を
払
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
憲
法
学
の
伝
統
的
な
二
つ
の
考
え
方
の
変
化
を
説
明
し
う

る
二
つ
の
実
例
か
ら
、
そ
れ
を
証
明
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

　

―
―
政
治
体
制
の
面
で
の
論
理
の
消
滅
：
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
関
す

る
判
例
の
実
例
（
Ａ
）。

　

―
―
統
治
の
面
で
の
論
理
の
消
滅
：
議
会
制
定
法
律
の
審
署
と
実

施
の
問
題
（
Ｂ
）。

Ａ
．
政
治
体
制
の
面
で
考
察
す
る
こ
と
：
オ
ル
ド
ナ
ン

ス
に
つ
い
て
の
判
例
の
実
例

　

政
治
と
は
、
単
に
、
ど
の
よ
う
に
措
置
を
取
る
べ
き
か
、
ま
た
は

ど
の
よ
う
に
統
治
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
党
派
的
な
議
論
で
は
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
は
、
社
会
が
ど
の
よ
う
に
自
治
す
る
か
を

選
択
す
る
た
め
に
憲
法
を
も
つ
、
と
い
う
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
の
思
想

に
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
統
治
形
式
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
選
択
は
、
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ま
さ
に
明
ら
か
に
政
治
的
選
択
で
あ
る
。
各
政
治
体
制
は
、
権
力
と

政
治
生
活
に
つ
い
て
の
一
定
の
理
解
の
仕
方
を
前
提
と
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
権
力
、
統
治
者
た
ち
の
責
任
、
統
治
者
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
被
治
者
を
代
表
す
る
か
を
理
解
す
る
一
定
の
仕
方
が
あ
る
の
で

あ
る
。

　

そ
れ
こ
そ
が
、
公
法
学
を
存
在
さ
せ
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
公

法
学
に
は
、
政
治
的
事
実
と
切
り
離
さ
れ
た
純
粋
に
技
術
的
な
側
面

な
ど
存
在
し
な
い
。
す
べ
て
が
政
治
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

政
治
に
対
し
て
中
立
の
姿
勢
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
も
、
私
た
ち
は

政
治
を
解
釈
し
、
そ
れ
に
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
る
。
オ
ル
ド
ナ
ン
ス

に
関
す
る
実
例
に
よ
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
と
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
法
律
の
領
域
に
属
す
る
措
置

を
と
れ
る
よ
う
に
政
府
に
議
会
が
授
権
す
る
こ
と
を
、
一
九
五
八
年

憲
法
が
認
め
た
仕
組
み
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
仕
組
み
は
、
一
九
五

八
年
憲
法
三
八
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。「
政
府
は
、
そ
の
綱
領
を

実
施
す
る
た
め
に
、
定
め
の
あ
る
期
間
に
、
通
常
で
あ
れ
ば
法
律
の

領
域
に
属
す
る
措
置
を
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
定
め
る
こ
と
の
承

認
を
、
議
会
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
…
）」。

　

二
〇
〇
六
年
、
財
政
裁
判
所
法
典
を
修
正
す
る
二
〇
〇
五
年
の
オ

ル
ド
ナ
ン
ス
に
対
す
る
申
立
が
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
―
―
フ
ラ
ン

ス
の
最
高
行
政
裁
判
所
―
―
に
付
託
さ
れ
た
。
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
適

法
性
は
以
下
の
通
り
の
唯
一
の
理
由
に
基
づ
い
て
争
わ
れ
た
。
そ
の

理
由
と
は
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
を
「
用
い
て（

（2
（

」
い
た
政
府
（
ド
・
ヴ
ィ

ル
パ
ン
（de V

illepin

）
政
権
）
は
、
無
権
限
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
と

い
う
そ
し
り
を
免
れ
ず
に
そ
う
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
、
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
憲
法
三
八
条
の
適
用
に
よ
っ
て
議
会
が
承

認
を
与
え
て
い
た
の
は
、
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
ラ
フ
ァ
ラ
ン

（Jean-Pierre Raffarin

）
率
い
る
前
政
権
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
一
九
五
八
年
憲
法
三
八
条
の
解
釈
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

注
目
す
べ
き
結
論
の
中
で
、
政
府
委
員
（
レ
ミ
・
ケ
レ
ー
ル
（Rém

i 
K

eller

））
は
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
審
査
の
後

に
、
授
権
の
「
非
個
別
付
与
的
」
性
質
と
い
う
見
解
を
主
張
し
た
。

つ
ま
り
、
授
権
は
、
制
度
と
し
て
の
政
府
に
付
与
さ
れ
る
の
で
あ
っ

て
、
そ
の
綱
領
（
憲
法
が
そ
う
規
定
し
て
い
る
の
だ
が
）
の
た
め
に

要
求
し
た
そ
の
個
別
の
政
府
に
付
与
さ
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
た
し
か
に
、
こ
の
解
決
が
、
体
制
の
性
質
を
無
視
す

る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
実
際
に
第
五
共
和
制
が
い
か
な
る
も
の
な
の

か
に
つ
い
て
適
切
に
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
強
調
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、
第
五
共
和
制
に
お
い
て
、
特

定
の
政
府
と
政
治
的
多
数
派
の
信
頼
関
係
は
、
決
定
的
に
重
要
な
も

の
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
。
そ
こ
で
は
、
政
府
は
、
ほ
と
ん
ど
大
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統
領
の
意
思
（
ま
た
「
綱
領
」）
を
実
施
す
る
機
関
と
化
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
政
府
は
、
自
分
の
も
の
で
は
な
い
政
治
的
意
思
や

自
分
が
主
導
し
て
は
い
な
い
見
解
を
実
現
す
る
た
め
に
、
議
会
と
協

力
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
授
権
法
律
の
採
択
に
際
し
、

特
に
（
そ
れ
が
ほ
ぼ
例
外
の
な
い
ル
ー
ル
な
の
で
あ
る
が（

（2
（

）
そ
の
授

権
法
律
に
関
係
す
る
首
相
や
大
臣
を
名
指
し
し
て
い
な
い
と
き
、
特

定
の
議
会
多
数
派
と
特
定
の
政
府
で
結
ば
れ
た
関
係
の
強
さ
を
重
視

し
な
い
の
は
当
然
で
は
な
い
か
。「
今
日
で
は
、
政
府
委
員
が
リ
ア

ル
に
そ
れ
を
確
認
し
た
よ
う
に
、
議
会
と
政
府
の
関
係
を
支
配
す
る

の
は
〔
大
統
領
を
支
持
す
る
多
数
派
が
議
会
を
牛
耳
る
〕
多
数
派
現

象
で
あ
る
」。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
重
視
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
そ
の
よ

う
な
第
五
共
和
制
の
解
釈
で
は
な
い
（
も
は
や
本
体
制
の
よ
り
リ
ア

ル
な
解
釈
で
す
ら
な
い
）。
む
し
ろ
、
規
範
形
成
シ
ス
テ
ム
に
対
し

て
最
大
限
の
効
率
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
関

心
は
当
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
係
争
の
対
象
と
な
っ
た
オ
ル
ド
ナ
ン

ス
は
、
そ
の
他
の
多
く
の
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
と
同
じ
く
、
何
よ
り
も
ま

ず
法
の
明
確
化
と
簡
素
化
の
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
。
そ
の
オ
ル
ド

ナ
ン
ス
は
、
政
党
や
多
数
派
の
綱
領
の
実
施
で
は
な
い
と
い
う
意
味

で
厳
密
に
い
え
ば
「
政
治
的
」
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

長
き
に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
法
の
法
典
化
の
計
画

を
実
行
に
移
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
憲
法
三
八
条
を
非
個
別

付
与
的
な
意
味
に
解
釈
す
る
と
、
規
範
形
成
の
仕
組
み
の
機
能
を

「
円
滑
化
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
優
先
さ
れ
る
べ
き
は
、

法
典
化
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
法
の
近
代
化
と
い
う
善
行
と
法
へ
の

よ
り
よ
い
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
そ
の
進
展
を
妨

げ
る
の
だ
ろ
う
か
。
行
政
の
適
法
性
訴
訟
の
場
面
で
そ
の
よ
う
な
応

答
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
、
議
会
、

様
々
な
行
政
機
関
、
裁
判
機
関
（
特
に
憲
法
院
と
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ

タ
）
が
み
ん
な
で
法
秩
序
の
「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
と
い
う
絶
え
間

な
い
プ
ロ
セ
ス
に
取
組
ん
だ
、
と
い
う
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
だ
け

が
重
要
で
あ
る
。

　

憲
法
の
政
治
的
解
釈
を
前
面
に
打
ち
出
す
よ
り
も
む
し
ろ
、
よ
り

一
層
の
効
率
性
を
目
指
す
行
政
的
解
釈
の
ほ
う
が
完
全
に
わ
か
り
や

す
い
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
こ
の
解
決
は
、
別
の
文
脈
で
問
題
を
引

き
起
こ
し
う
る
。
大
統
領
と
議
会
の
多
数
派
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
を
想
像
し
て
み
よ
う
。
あ
る
特
定
の
政
治
色
を
帯
び
た
「
権

力
」
に
付
与
さ
れ
た
（
現
代
で
は
最
も
一
般
的
で
あ
る
）
長
期
間
の

授
権
は
、
反
対
陣
営
に
属
す
る
異
な
る
大
統
領
と
そ
の
政
府
の
手
中

に
落
ち
て
し
ま
っ
た
、
と
す
る
。
そ
し
て
、
前
者
の
政
府
は
あ
る
政

治
綱
領
を
実
施
す
る
た
め
に
議
会
か
ら
委
任
を
受
け
た
、
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
想
定
の
下
で
は
、
後
者
の
政
府
は
、
そ
れ
と
対
立
し
た
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政
策
を
実
施
す
る
た
め
に
こ
の
委
任
を
使
う
こ
と
に
な
る
。
し
た

が
っ
て
、〔
前
述
の
二
〇
〇
六
年
の
判
決
で
あ
る
〕
シ
ュ
ミ
ッ
ト

（Schm
itt

）
事
件
判
決
を
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

私
た
ち
は
、
た
し
か
に
、
憲
法
院
が
授
権
が
正
確
に
尊
重
さ
れ
た

か
ど
う
か
を
審
査
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
す
な
わ
ち
承
認
法
律
に
つ

い
て
の
審
査
に
関
し
て
、
実
際
に
採
択
さ
れ
た
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
そ

れ
を
尊
重
し
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
こ
と
を
通
じ
て
介
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
い
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
審
査
が

行
わ
れ
る
こ
と
も
、
授
権
の
正
確
性
が
そ
こ
で
問
題
に
な
る
こ
と
も

全
く
保
障
さ
れ
て
は
い
な
い
。
他
方
で
、
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
は
、
い
わ

ば
そ
の
「
一
生
」
の
一
部
（
万
一
、
追
認
さ
れ
な
い
場
合
は
全
て
）

を
行
政
行
為
の
形
式
の
下
で
過
ご
す
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
な
行
為
で
あ

る
。
行
政
行
為
の
法
律
適
合
性
を
審
査
す
る
裁
判
官
が
、
こ
こ
で
と

り
あ
げ
て
き
た
〔
対
立
す
る
政
策
の
た
め
に
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
が
流
用

さ
れ
る
と
い
う
〕
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
回
避
す
る
手
段
を
持
た
な
い

の
は
、
お
そ
ら
く
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　

他
方
で
、「
立
憲
主
義
的
な
」
議
論
を
主
張
で
き
た
か
も
し
れ
な

い
。
成
文
憲
法
の
論
理
に
よ
れ
ば
、
権
力
を
制
限
し
、（
一
般
憲
法

学
の
広
い
意
味
に
お
け
る
）
授
権
を
で
き
る
だ
け
厳
格
に
し
、
正
確

か
つ
制
限
的
に
そ
の
限
界
を
定
め
る
べ
き
だ
、
と
さ
れ
る
。
さ
て
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
事
件
判
決
で
と
ら
れ
た
解
決
は
、
逆
に
、（
憲
法
三
八

条
の
正
確
な
意
味
で
の
）
授
権
の
範
囲
を
拡
大
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

立
憲
主
義
に
お
け
る
重
要
な
価
値
で
あ
る
権
力
の
制
限
を
犠
牲
に
し

て
、
法
の
使
い
勝
手
が
よ
く
な
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

Ｂ
．
統
治
に
関
し
て
論
ず
る
こ
と
：
い
か
に
し
て
憲
法

学
で
権
力
を
取
り
扱
う
か

　

お
そ
ら
く
、
諸
起
源
か
ら
な
る
立
憲
主
義
の
中
に
は
、
憲
法
が
、

根
本
的
な
政
治
悪
、
い
わ
ば
絶
対
化
さ
れ
た
権
力
―
―
モ
ン
テ
ス

キ
ュ
ー
が
専
制
主
義
と
よ
ぶ
も
の
―
―
に
対
す
る
盾
で
あ
る
と
考
え

る
こ
と
に
存
す
る
無
邪
気
な
部
分
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
憲
法
の

予
防
的
機
能
と
い
う
思
想
は
、
一
七
世
紀
（
ロ
ッ
ク
（Locke

））

と
一
八
世
紀
（
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
（Bolingbroke

））
の
イ
ギ
リ

ス
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
。
憲
法
は
統
治
者
た
ち
の
悪
し

き
意
図
を
集
団
に
と
っ
て
の
良
い
結
果
に
変
え
る
心
理
的
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
作
動
に
依
存
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
の
お
か
げ
で
、
そ
の
よ

う
な
考
え
方
は
『
ザ
・
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
』
に
お
い
て
も
そ
の
ま
ま

見
出
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
大
統
領
が
議
会
の
法
律
に
対
し
て
拒
否
権

で
応
じ
た
り
、
上
院
が
大
統
領
に
よ
る
指
名
を
拒
否
し
た
り
す
る
こ

と
は
、
お
そ
ら
く
打
算
で
あ
り
計
算
で
あ
り
良
識
に
反
す
る
態
度
に

基
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
実
際
に
問
題
と
な
る
機
関

の
権
力
を
制
限
す
る
の
で
、
政
治
道
徳
的
観
点
か
ら
は
良
い
結
果
と
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な
る
。
そ
れ
が
、
政
治
的
抑
制
と
い
う
思
想
の
一
局
面
で
あ
る
。

　

こ
の
憲
法
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
政
治
道
徳
的
美
点
に
対
す
る
信
頼
は
、

お
そ
ら
く
「
危
機
に
瀕
し
て
」
い
た
。
私
た
ち
は
法
学
・
政
治
学
的

な
諸
概
念
の
根
本
的
な
変
化
に
よ
っ
て
、
も
は
や
ほ
と
ん
ど
憲
法
に

対
し
て
政
治
悪
か
ら
私
た
ち
を
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
な
く

な
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
一
般
論
は
、
か
な
り
の
程
度
で
な
お
当

て
は
ま
っ
て
は
い
る
。
し
か
し
、
権
力
の
ミ
ク
ロ
な
実
践
、
日
常
的

な
統
治
機
能
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
い
ま
だ
そ
う
で
あ
る
と
信
じ
る

の
は
難
し
い
。
政
治
道
徳
的
な
期
待
は
、
裁
判
官
の
仕
事
に
、
裁
判

官
と
基
本
権
享
有
者
の
間
で
つ
く
り
だ
さ
れ
る
建
設
的
な
関
係
に
向

け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
至
極
当
然
で
あ
る
。
政
治
道
徳

的
な
考
え
方
は
、
む
し
ろ
、
も
っ
ぱ
ら
権
利
と
そ
れ
を
有
す
る
個
人

の
断
固
た
る
重
視
へ
と
向
か
う
の
で
あ
る
。
現
代
の
絶
対
的
な
政
治

悪
は
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
専
制
主
義
で
は
な
く
基
本
権
の
軽
視
で

あ
る
。
一
七
八
九
年
の
人
権
宣
言
は
基
本
権
の
軽
視
に
諸
悪
の
根
源

を
見
て
い
た
が
、
議
会
の
制
定
す
る
法
律
を
専
制
主
義
と
闘
う
に
ふ

さ
わ
し
い
手
段
と
み
な
し
、
権
力
分
立
を
、
専
制
主
義
を
抑
止
す
る

こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
だ
と
み
な
し
て
い
た
。

　
執
行
権
の
諸
活
動
の
統
制

　

同
時
に
、
政
治
は
我
が
道
を
辿
っ
て
い
く
。
そ
れ
が
止
ま
る
こ
と

は
な
い
。
私
た
ち
は
、
そ
の
勢
い
に
ほ
と
ん
ど
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
よ

う
と
し
な
い
。
ま
る
で
法
治
国
家
を
改
善
す
る
と
い
う
関
心
は
実
効

的
権
力
の
と
こ
ろ
に
さ
し
か
か
る
と
不
意
に
止
ま
る
か
の
よ
う
だ
。

お
そ
ら
く
私
た
ち
は
、
な
ぜ
執
行
権
が
私
た
ち
の
体
制
の
中
で
政
治

的
に
重
要
な
唯
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
ぼ
全
員
が
同
意

す
る
の
か
、
そ
し
て
な
ぜ
、
そ
う
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
憲

法
学
は
概
し
て
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
立
法
権
の
産
物
で
あ
る
法
律
の

統
制
の
問
題
に
の
み
こ
だ
わ
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
問
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
執
行
権
の
活
動
は
把
握
し
に
く
く
憲
法
に
よ
っ
て
制
裁
し
に

く
い
た
め
、
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
を
、
諦

め
た
よ
う
に
す
ら
見
え
る
。
一
九
八
六
年
に
ル
イ
・
フ
ァ
ヴ
ォ
ル
ー

が
行
っ
た
予
言
（「
遅
か
れ
早
か
れ
共
和
国
大
統
領
は
、
憲
法
裁
判

官
の
統
制
に
服
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
が
法
治
国
家

の
発
展
の
道
理
だ
か
ら
で
あ
る（

（2
（

」）
は
、
的
中
し
な
か
っ
た
。
法
学

者
た
ち
は
、
憲
法
上
の
地
位
を
有
す
る
者
た
ち
の
行
為
に
関
す
る
問

題
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
問
題
が
訴
訟
と
な
る
か
裁
判
に
よ
る
制
裁

に
な
ら
な
い
限
り
、
ほ
と
ん
ど
自
分
た
ち
の
問
題
と
は
考
え
な
か
っ

た
。

　

立
法
府
は
「
そ
の
権
限
の
行
使
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
国
家
機
関

に
課
さ
れ
た
憲
法
的
価
値
を
有
す
る
原
理
や
規
範
の
尊
重
を
免
除
さ

れ
な
い（

（2
（

」
と
憲
法
院
が
判
示
し
た
見
解
を
、
私
た
ち
は
知
っ
て
い
る
。
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し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
憲
法
裁
判
官
の
権
限
に
照
ら
す
と
、
憲
法
裁

判
官
は
、
執
行
権
の
統
制
者
で
あ
る
よ
り
も
ず
っ
と
も
っ
と
直
接
的

に
立
法
府
の
統
制
者
で
あ
る
。
こ
れ
が
一
九
五
八
年
に
憲
法
院
が
創

設
さ
れ
た
際
の
論
理
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
執
行
権
の
諸
活
動
を
妨
害

す
る
こ
と
な
ど
論
外
で
あ
っ
た
。
執
行
権
の
キ
ー
と
な
る
よ
う
な
特

定
の
特
権
、
た
と
え
ば
解
散
な
ど
は
、
ド
イ
ツ
な
ど
の
国
々
で
は
憲

法
裁
判
所
の
統
制
に
服
す
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ
う
で
は
な
い
。

裁
判
官
は
決
し
て
そ
の
問
題
に
つ
い
て
創
造
性
を
発
揮
し
な
か
っ
た
。

裁
判
官
は
そ
の
統
制
を
こ
の
範
囲
に
ま
で
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

立
法
作
用
に
関
し
て
は
、
た
し
か
に
、
執
行
府
こ
そ
が
大
部
分
の

法
律
の
真
の
作
成
者
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
執
行
府
が
違
憲
審
査
の

対
象
と
な
る
、
と
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
、
執
行
府
の
多
く
の
活
動

や
行
為
は
、
行
政
裁
判
所
の
統
制
に
服
し
う
る
こ
と
な
し
に
、
違
憲

の
汚
点
が
つ
き
う
る
ま
ま
で
あ
る
。
そ
こ
に
一
種
の
空
隙
が
あ
る
。

い
か
に
憲
法
の
裁
判
的
保
障
の
シ
ス
テ
ム
が
有
益
で
あ
ろ
う
と
も
、

そ
の
シ
ス
テ
ム
は
こ
の
問
題
を
解
決
し
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
を
解
決

す
る
手
段
を
有
し
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
そ
こ
で
私
た
ち
は

訴
訟
を
念
頭
に
お
く
の
を
止
め
て
、
現
代
に
ぴ
っ
た
り
合
う
新
た
な

憲
法
の
「
政
治
的
保
障
」
で
あ
り
う
る
も
の
は
何
か
、
に
つ
い
て
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
六
年
に
、
共
和
国
大
統
領
で
あ
る
ジ
ャ
ッ

ク
・
シ
ラ
ク
（Jacques Chirac

）
は
、
あ
る
演
説
に
お
い
て
、
と

り
わ
け
「
初
期
雇
用
契
約
」
を
創
設
す
る
法
律
に
審
署
す
る
準
備
を

し
て
い
る
こ
と
と
、
こ
の
新
し
い
雇
用
契
約
の
形
式
に
関
係
す
る
諸

規
定
の
修
正
を
準
備
す
る
よ
う
ド
・
ヴ
ィ
ル
パ
ン
首
相
に
促
し
て
い

る
こ
と
を
発
表
し
た
。
つ
ま
り
、
憲
法
院
に
合
憲
だ
と
宣
言
さ
れ
た

ば
か
り
で
あ
っ
た
法
律
が
、
審
署
さ
れ
る
が
適
用
は
さ
れ
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
例
を
挙
げ
る
と
、
二

〇
〇
九
年
に
、
家
族
再
結
合
の
申
請
者
の
親
子
関
係
を
確
認
す
る
た

め
に
遺
伝
子
テ
ス
ト
（
通
称
Ｄ
Ｎ
Ａ
テ
ス
ト
）
を
可
能
と
す
る
法
律

が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
の
採
択
か
ら
一
年
以
上
が
過
ぎ
た
後
、

そ
の
執
行
担
当
大
臣
で
あ
る
エ
リ
ッ
ク
・
ベ
ッ
ソ
ン
（Éric 

Besson

）
は
、
そ
の
法
律
の
適
用
デ
ク
レ
を
採
択
す
る
つ
も
り
が

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
前
者
の
事
例
で
は
、
国
家
元
首
〔
で

あ
る
大
統
領
〕
の
決
定
は
「
憲
法
を
手
ひ
ど
く
扱
っ
て
い
た
」（
ド

ミ
ニ
ク
・
ル
ソ
ー
（D

om
inique Rousseau

））
と
評
価
さ
れ
た
。

後
者
の
事
例
で
は
、
適
用
措
置
を
取
る
こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
の
違

法
性
は
ほ
と
ん
ど
問
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
両
方
の
事
例
に
つ

い
て
、
そ
の
政
治
的
文
脈
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
執
行

府
は
、
有
権
者
の
直
接
ま
た
は
間
接
の
同
意
に
よ
っ
て
、
一
定
の
政
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治
的
綱
領
（
ま
た
は
政
治
的
方
針
）
を
推
進
す
る
。
執
行
府
は
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
な
す
こ
と
は
、
政
治
的
に
い
え
ば
事
前
的
に
は
正

当
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
後
的
に
見
れ
ば
、
代
表
制
シ
ス
テ
ム
が
機

能
す
る
（
と
い
う
よ
り
機
能
不
全
に
陥
る
）
の
で
、
そ
の
よ
う
な
措

置
の
正
当
性
に
つ
い
て
厳
し
く
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

よ
う
に
、
初
期
雇
用
契
約
の
創
設
後
に
、
政
府
の
政
治
的
基
盤
を

ひ
っ
く
り
返
す
大
規
模
な
デ
モ
が
起
き
た
の
で
あ
る
。

　

初
期
雇
用
契
約
の
件
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
テ
ス
ト
は
、
道

徳
的
観
点
で
も
実
践
的
観
点
で
も
一
度
に
強
い
異
論
が
巻
き
起
こ
っ

た
（
そ
の
措
置
は
多
く
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
適
用
不
可
能
で
あ
る
と

評
価
さ
れ
て
い
る
）。
か
く
し
て
〔
法
律
を
適
用
す
る
た
め
の
デ
ク

レ
の
制
定
を
執
行
権
に
委
ね
る
〕
規
範
的
仕
組
み
は
最
終
的
に
失
敗

に
終
わ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
政
治
的
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

状
況
は
政
治
的
に
は
「
収
拾
不
可
能
」
と
な
っ
た
が
、
結
果
は
、

（
少
な
く
と
も
）
違
法
性
に
関
す
る
後
者
の
事
例
で
は
違
憲
性
も
存

在
し
て
い
た
。
大
統
領
は
、
法
律
の
審
署
の
権
限
の
行
使
に
お
い
て

は
羈
束
さ
れ
た
権
限
し
か
な
い
。
そ
れ
が
少
な
く
と
も
大
半
の
法
学

者
た
ち
の
見
解
で
あ
る
。
憲
法
二
一
条
は
、
首
相
は
「
法
律
の
執
行

を
保
障
す
る
」
と
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
状
況
の

是
非
に
応
じ
て
執
行
し
た
り
し
な
か
っ
た
り
す
る
権
限
が
あ
る
と
は

解
釈
さ
れ
え
な
い
。
合
理
的
な
期
間
の
経
過
後
に
適
用
措
置
を
と
ら

な
け
れ
ば
、
国
は
損
害
賠
償
を
命
じ
ら
れ
う
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

詳
述
し
て
き
た
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
規
範
的
仕
組

み
と
政
治
的
プ
ロ
セ
ス
の
動
き
が
ズ
レ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
も
は

や
憲
法
は
政
治
的
対
立
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
だ
。

私
た
ち
は
こ
う
し
た
事
態
に
し
ば
し
ば
代
表
制
シ
ス
テ
ム
の
危
機
の

兆
し
を
見
る
。
そ
れ
は
確
か
に
正
し
い
。
し
か
し
、
よ
り
広
く
捉
え

れ
ば
、
問
題
が
あ
る
の
は
私
た
ち
の
憲
法
に
対
す
る
か
か
わ
り
で
あ

る
。

　

お
そ
ら
く
よ
り
厄
介
な
の
は
、
こ
う
し
た
事
態
が
多
く
の
人
々
を

動
揺
さ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
執
行
府
に
関
す
る
道
徳
的
ま
た
は
政

治
的
な
非
難
は
か
な
り
強
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
執
行
府
の
そ
の
よ

う
な
行
動
の
憲
法
適
合
性
は
再
検
討
さ
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
お
そ

ら
く
私
た
ち
が
そ
れ
を
法
的
に
検
討
す
る
方
法
を
な
し
で
済
ま
せ
て

し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
当
然
と
さ
れ
る
憲
法
の
定
義
で
あ

る
と
同
時
に
、
そ
れ
ゆ
え
前
提
と
さ
れ
て
し
ま
う
裁
判
的
統
制
の
限

界
の
確
定
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
共
和
国
大
統
領
に
関
し
て
、
審
署

さ
れ
た
法
律
を
実
施
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
際
の
違
憲
性
を
問
い
直

す
の
は
難
し
そ
う
だ
と
い
う
理
由
で
、
そ
の
問
題
を
大
部
分
の
法
学

者
た
ち
は
考
察
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
あ
る
者
た
ち
は
、
制
裁
が
存

在
し
な
い
の
で
こ
れ
は
法
学
の
問
題
で
は
な
い
、
と
い
う
。
別
の
者

た
ち
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
法
学
が
こ
の
問
題
を
引
き
受
け
る
こ
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と
を
拒
否
し
て
い
る
が
、
そ
の
問
題
が
問
題
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ

り
は
な
い
し
、
そ
の
問
題
が
一
層
ゆ
ゆ
し
き
問
題
で
あ
る
こ
と
に
は

変
わ
り
は
な
い
、
と
い
う
。
古
典
的
な
定
式
を
引
き
合
い
に
出
せ
ば
、

法
学
者
た
ち
は
、
実
定
法
と
彼
ら
の
法
文
化
に
よ
っ
て
応
答
す
る
こ

と
の
で
き
る
問
題
だ
け
を
自
ら
に
提
起
す
る
と
い
え
よ
う
。
要
す
る

に
、
憲
法
と
憲
法
学
は
政
治
的
紛
争
を
収
拾
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
憲
法
に
と
っ
て
は
）
政
治
的
紛
争
を
制
度
や
ル
ー
ル
や
実
例
に
組

み
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、（
憲
法
学
に
と
っ
て
は
）
政
治
的
紛
争
を

な
か
な
か
法
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
、
そ
う

で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
あ
り
も
し
な
か
っ
た
黄
金

時
代
を
参
照
し
よ
う
と
す
る
の
は
危
険
で
は
な
い
か
。

　

と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
規
範
主
義
的
転
回
を
行
う
前
の
憲
法
学
の

方
が
、
多
様
な
社
会
的
諸
利
益
の
調
和
を
法
的
に
把
握
す
る
よ
り
よ

い
手
段
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
、
私
た
ち
は
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
近

代
の
代
表
制
議
会
の
目
的
は
ま
さ
に
、
法
律
の
制
定
と
い
う
規
範
的

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
諸
利
益
を
対
立
さ
せ
、
そ
れ
を
調
和
さ
せ
る
こ

と
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。「
同
業
組
合
的
な
」
代
表
の
あ

り
方
は
決
し
て
そ
の
よ
う
に
は
機
能
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

古
典
的
な
議
会
主
義
は
産
業
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
た

諸
利
益
の
調
和
を
実
現
す
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。
近
代
公

法
の
変
化
に
よ
っ
て
議
会
に
課
さ
れ
た
変
容
が
こ
の
役
割
を
消
し

去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
統
治
す
る
と
は
何
か

　

い
い
換
え
れ
ば
、
た
と
え
政
治
生
活
の
法
化
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
政
治
の
「
領
域
」
全
体
の
う
ち
の
非
常
に
限
定
的
な
部
分
に

し
か
関
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
統
治
者
た
ち
が
犯
し
た

違
憲
の
行
為
に
対
す
る
寛
容
を
醸
成
す
る
結
果
と
な
ら
な
か
っ
た
か

ど
う
か
を
、
私
た
ち
は
自
問
し
う
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、「
そ
の
職

務
の
義
務
に
対
す
る
明
ら
か
な
違
反
」
の
場
合
の
大
統
領
罷
免
を
定

め
る
憲
法
六
八
条
と
〔
二
〇
〇
七
年
改
正
で
加
え
ら
れ
た
〕
新
し
い

罷
免
手
続
で
は
、
こ
の
問
題
は
解
決
し
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
的

傾
向
に
よ
っ
て
、
統
治
者
た
ち
の
悪
行
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
寛
容

の
方
向
性
、
統
治
者
の
実
際
の
行
動
と
憲
法
と
の
よ
り
一
層
の
食
い

違
い
の
方
向
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
状
況
は
、
少
し
逆
説
的
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
政
治
を
統

制
す
る
法
の
能
力
に
対
し
て
疑
問
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
法

化
は
、
そ
れ
と
は
逆
の
も
の
を
も
た
ら
す
と
い
う
状
況
に
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
列
挙
し
た
事
例
に
は
、
羈
束
さ
れ
た
権
限
を
行
使
す
る
こ

と
を
拒
否
す
る
大
統
領
の
行
為
に
「
助
け
船
を
出
す
」
よ
う
な
、
す

な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
少
な
く
と
も
さ
ほ
ど
不
利
で
は
な
い
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よ
う
に
解
釈
し
直
し
う
る
よ
う
な
読
み
方
が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

実
際
、「
統
治
」
と
い
う
言
葉
で
議
論
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
ず
っ
と
以
前
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
公
法
学
で
は
、

「
執
行
権
」
が
法
律
に
審
署
す
る
か
否
か
に
関
し
て
裁
量
の
余
地
を

有
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
私
の
知
る
限
り
で
こ
れ
ら
の
事
件
に
関
す
る
議
論
の
中

で
こ
の
主
張
が
ま
っ
た
く
援
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
非
常
に
驚
く

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
主
張
は
、
第
三
共
和
制
期
に
は
援
用
さ
れ

て
い
た
の
に
、
あ
た
か
も
利
用
可
能
な
説
得
手
段
の
「
リ
ス
ト
か
ら

外
さ
れ
た
」
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
憲
法
と
憲
法
学
の
考
え
方
の
変

化
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

〔
訳
者
注
〕　

本
論
文
は
、Xavier M

agnon, Stéphane M
outon 

（sous 
la dir.

）, Q
uelles doctrines constitutionnelles aujourd'hui 

pour quel（s

） droit（s

） constitutionnel（s

）? M
are et M

artin, 
2022, p. 191 et s.

に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
注（
1
）に
お
い

て
二
〇
一
一
年
と
あ
る
が
、
実
際
に
は
二
〇
一
二
年
の
誤
記
で
あ
る
。

（
1
）　

こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
最
初
は
二
〇
一
一
年
に
慶
應
義
塾
大
学
と

工
学
院
大
学
（
日
本
、
東
京
）
で
行
わ
れ
た
二
つ
の
講
演
用
に
準
備

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
加
筆
し
た
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
こ
の
機
会
に

発
表
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
私
の
同
僚
で
あ
る
ス
テ
フ
ァ

ン
・
ム
ト
ン
（Stéphane M

outon

）
と
グ
ザ
ヴ
ィ
エ
・
マ
ニ
ョ
ン

（X
avier M

agnon

）
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（
2
）　Philippe Raynaud, « le droit et la science politique », 

Jus Politicum
, n° 2, 2008, http://w

w
w

.juspoliticum
.com

/
Le-droit-et-la-science-politique.htm

l.

（
訳
者
注
―
本
論
文
の
邦

訳
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
レ
イ
ノ
ー
〔
新
井
誠
訳
〕「
法
学
と
政

治
学
」
山
元
一
＝
只
野
雅
人
編
『
フ
ラ
ン
ス
憲
政
学
の
動
向
』（
慶

應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
六
三
頁
以
下
、
が
あ
る
。）

（
3
）　M

aurice H
auriou, P

récis de droit constitutionnel, 
Paris, Sirey, 1929 （2

e édition

）, p. vii.

（
4
）　P. Raynaud, le juge et le philosophe, Paris, A

rm
and 

Colin, 2008, p. 26.

（
5
）　Ibid. p. 30.

（
6
）　

訳
者
注
―
元
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
る
こ
の
文
章
に
続
く
、Elle

か

ら
始
ま
る
一
文
に
つ
い
て
、Baranger

教
授
か
ら
削
除
す
る
よ
う

に
指
示
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
訳
出
し
て
い
な
い
。

（
7
）　Cité et traduit par A

lexandre D
ietrich, Les théories 

des fonctions de l

’État dans la doctrine constitutionnelle 
en France et en A

llem
agne, T

hèse droit public, 
Strasbourg, 2011, p. 75.

（
8
）　T

héorie Pure du droit, D
alloz, 1962, p. 9.

（
9
）　A

dhém
ar Esm

ein, É
lém

ents de droit constitutionnel, 
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L. Larose &
 L. T

enin, 1896, p. 22-23.

（
10
）　M

aurice H
auriou, Précis de droit adm

inistratif et de 
droit public 

（12e édition

）, 1933, rééd. D
alloz, 2002, p. 606-

607. Cité par A
. D

ietrich, op. cit., p. 40.
（
11
）　Ibid., 4e édition, 1900, p. 8. Cité par A

. D
ietrich, op. 

cit., p. 53.

（
12
）　Ibid. in D

ietrich, op. cit. p. 28.

（
13
）　O

livier Beaud, « Joseph Barthélém
y ou la fin de la 

doctrine constitutionnelle classique », D
roits, n° 32, 2000, 

p. 89.

（
14
）　

た
と
え
ば
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ポ
ズ
ナ
ー
（Richard Posner

）

を
思
い
浮
か
べ
る
。

（
15
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
近
時
、
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ロ
ー
ゼ
ン

（Jeffrey Rosen

）
が
共
和
党
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。 

« T
hree Strands of Conservatism

 on T
he U

.S. Suprem
e 

Court : Lessons for H
ealth Care, Gay M

arriage, and 
Constitutional Review

 in Europe », Jus Politicum
, n° 6, 

2011 

［http://juspoliticum
.com

/article/T
hree-Strands-of-

Conservatism
-on-T

he-U
-S-Suprem

e-Court-Lessons-for-
H

ealth-Care-Gay-M
arriage-and-Constitutional-Review

-in-
Europe-358.htm

l

］.

（
16
）　

こ
こ
で
も
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
実
定
憲
法
規
定
の
趣
旨
を

否
定
し
て
し
ま
う
解
釈
を
想
定
す
る
。
こ
こ
で
は
、
よ
く
念
頭
に
お

か
れ
る
の
は
、
大
統
領
を
憲
法
の
保
障
者
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る

一
九
五
八
年
憲
法
五
条
で
あ
る
。
ジ
ャ
ン
・
マ
ッ
ソ
ー
（Jean 

M
assot

）
か
ら
ル
イ
・
フ
ァ
ヴ
ォ
ル
ー
ま
で
の
支
配
的
な
解
釈
に

よ
れ
ば
、
本
規
定
は
、
国
家
元
首
た
る
大
統
領
を
憲
法
の
真
正
の
解

釈
者
と
す
る
も
の
で
は
全
く
な
い
、
と
さ
れ
る
。

（
17
）　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。« U

n 
chantier qui ne prend jam

ais fin. Le juge, les révisions, et 
les autres form

es de changem
ent constitutionnel dans la 

France contem
poraine », Jus Politicum

, n

° 18‌ 

［http://
juspoliticum

.com
/article/ U

n-chantier-qui-ne-prend-
jam

ais-fin-L
e-juge-les-revisions-et-les-autres 

form
esdechangem

ent- constitutionnel-dans-la-France-
contem

poraine-1186.htm
l

］.

（
18
）　Charles Eisenm

ann, La justice constitutionnelle et la 
H

aute C
our constitutionnelle d

’Autriche, Paris 

（1928

） 
avec une préface de H

ans K
elsen, rééedition avec un 

avant-propos de Georges V
edel et une post-face de Louis 

Favoreu, Paris-A
ix-en-Provence, Econom

ica et P. U
.A

.M
., 

1986, p. 22.

（
19
）　Ibid. p. 118.

（
20
）　

イ
ギ
リ
ス
の
事
例
だ
け
を
挙
げ
る
と
、
基
本
権
に
関
す
る
議
論

は
一
九
九
八
年
の
人
権
法
の
採
択
の
前
後
に
よ
り
一
層
深
め
ら
れ
た
。

「
コ
モ
ン
ロ
ー
立
憲
主
義
」
の
探
求
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
、
イ
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ギ
リ
ス
の
国
内
法
の
中
に
自
由
の
た
め
の
実
質
的
関
心
を
特
定
す
る

に
至
ら
し
め
た
。
こ
の
分
析
は
、
懐
疑
的
性
質
か
ら
は
ほ
ど
遠
く
、

コ
モ
ン
ロ
ー
や
憲
法
や
自
由
と
個
人
権
の
た
め
の
関
心
を
緊
密
に
結

び
付
け
て
い
た
。

（
21
）　

オ
ル
ド
ナ
ン
ス
の
中
で
、
首
相
と
経
済
大
臣
の
副
署
に
よ
っ
て

そ
う
表
現
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
る
。

（
22
）　

ケ
レ
ー
ル
は
、
一
九
六
〇
年
二
月
四
日
の
授
権
法
律
だ
け
が
あ

る
政
府
に
個
別
付
与
的
な
（
名
指
し
の
）
授
権
を
行
っ
た
、
と
指
摘

す
る
。

（
23
）　Louis Favoreu, La politique saisie par le droit, Paris, 

Econom
ica, 1988, p. 99.

（
訳
者
注
―
本
書
の
邦
訳
と
し
て
、
ル

イ
・
フ
ァ
ヴ
ォ
ル
ー
〔
植
野
妙
実
子
訳
〕『
法
に
と
ら
わ
れ
る
政

治
』）（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
六
年
）
が
あ
る
。）

（
24
）　D

écision n

° 81-132 D
C du 16‌ janvier 1982, Loi de 

nationalisation, consid. n° 18.




